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〈
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介
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官
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力
士
が
投
票
箱
を
重
た
そ
う
に
抱
え
て
よ
ろ
よ
ろ

と
歩
い
て
お
り
、
一
票
の
重
た
さ
を
力
の
強
い
力
士

で
も
足
下
が
ふ
ら
つ
く
と
い
う
例
え
で
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
顔
の
表
情
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か

れ
、
思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
す
。
シ
ン
プ

ル
な
表
現
の
中
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
と
て
も
印
象
に
残
る
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

黒
木
梨
沙
さ
ん

宮
崎
県
立
高
鍋
高
等
学
校
１
年
生
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ド
イ
ツ
の
著
名
な
哲
学
者
で
あ
る
カ

ン
ト
は
、
一
七
八
四
年
に
発
表
し
た

「
啓
蒙
と
は
何
か
」
の
中
で
上
記
の
名
言

を
残
し
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
ま

す
。一

般
の
人
々
は
、
決
し
て
自
分
で
も

の
を
考
え
る
能
力
が
欠
け
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
に
、
自
ら
考
え
よ
う
と
せ

ず
、
誰
か
権
威
あ
る
人
物
の
考
え
に
従

お
う
と
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
、
自
律
的
な
存
在
に

な
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
。

こ
の
論
考
で
、
カ
ン
ト
は
「
公
共
性
」

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な

考
え
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
一

般
的
に
は
、
政
府
や
公
務
員
が
行
う
こ

と
が
公
共
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
が
ち

で
す
。
し
か
し
カ
ン
ト
は
、
一
国
の
利

害
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
世
界
全
体
の

利
益
に
比
べ
れ
ば
、
狭
い
私
的
な
利
益

に
す
ぎ
な
い
と
言
う
の
で
す
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
世
界
全
体
の

人
々
に
と
っ
て
何
が
大
切
か
を
考
え
る
、

世
界
公
民
的
立
場
に
立
っ
た
時
に
、
人

は
本
来
の
意
味
で
公
的
な
存
在
と
な
る

と
カ
ン
ト
は
主
張
し
ま
す
。

普
通
の
人
が
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

悲
惨
や
矛
盾
に
心
を
向
け
た
と
き
、
彼

は
公
共
的
な
存
在
に
な
る
と
い
う
の
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
視
点
を
と

り
え
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
人
は
自
立

し
啓
蒙
さ
れ
た
、
一
人
前
の
人
間
に
な

れ
る
と
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
の
考
え
方
は
、

「
公
共
性
」
を
も
っ
ぱ
ら
政
府
の
活
動
と

関
係
づ
け
る
よ
う
な
思
想
と
は
異
な
り
、

一
般
の
人
々
が
自
ら
の
当
事
者
性
に
目

覚
め
る
こ
と
こ
そ
が
公
共
空
間
を
つ
く

る
の
だ
、
と
い
う
最
近
の
市
民
社
会
論

に
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

イマヌエル・カント
1724年生、1804年没

啓蒙とは、
人間が自分の未成年状態から
抜けでることである
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明
る
い
選
挙
推
進
協
会
は
、
平
成
二
〇
年
三
月
五
、

六
日
、
東
京
都
千
代
田
区
で
平
成
一
九
年
度
中
央
研

修
会
を
開
催
し
、
都
道
府
県
、
指
定
都
市
の
明
推
協

会
長
、
選
管
書
記
、
市
区
町
村
明
推
協
の
会
長
な
ど
、

約
一
七
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
近
の
選
挙
制
度

の
動
向
や
改
訂
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
学
習
指
導
要

領
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
平
成

一
九
年
度
明
る
い
選
挙
推
進
優
良
活
動
表
彰
」
団
体

や
「
新
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
手
法
」
の
事
例
発
表
、

そ
し
て
「
常
時
啓
発
に
お
け
る
学
校
教
育
と
の
連
携

の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
、
会
場
も
交
え
た
熱
心
な
討
議
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

＊

一
日
目
の
三
月
五
日
は
、
総
務
省
の
久
元
喜
造
選

挙
部
長
が
「
選
挙
へ
の
参
加
を
め
ぐ
る
課
題
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
現
在
進
め
ら

れ
て
い
る
大
統
領
選
挙
に
つ
い
て
、
州
や
党
ご
と
に

違
う
制
度
の
多
様
性
、
自
由
な
選
挙
運
動
な
ど
独
自

の
制
度
を
紹
介
。
日
本
に
お
い
て
も
選
挙
を
身
近
に

す
る
た
め
に
社
会
変
化
に
対
応
し
た
ル
ー
ル
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
が
、
資
金
力
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
は
維
持
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
、
と
い
っ
た
考
え
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
「
平
成
一
九
年
度
明
る
い
選
挙
推
進
優
良
活

動
」
に
表
彰
さ
れ
た
八
団
体
の
う
ち
、
盛
岡
市
城
南

地
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
の
及
川
悌
三
郎

さ
ん
、
上
越
市
「
選
挙
に
行
こ
う
！
若
者
委
員
会
」

委
員
長
の
三
浦
徹
さ
ん
、
福
井
県
明
る
い
選
挙
推
進

青
年
活
動
隊
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
隊
員
の
加
藤
佑
紀
さ
ん
か
ら

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
各
団
体
の
活
動
は
本
誌
特

集
２
を
参
照
）。

続
い
て
「
新
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
手
法
の
紹
介
」

と
題
し
て
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
①
青
森
県
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
常
任
委
員
の
渡
部
一
清
さ
ん
か

ら
、
仮
想
の
町
「
あ
お
も
り
町
」
の
産
業
、
文
化
・

観
光
、
イ
ン
フ
ラ
、
医
療
・
福
祉
、
財
政
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
た
文
書
を
読
み
、「
あ
お
も
り
町
」
の
問

題
点
を
抽
出
し
て
そ
の
対
策
を
考
え
、
そ
れ
を
選
挙

公
約
に
ま
と
め
て
、
各
グ
ル
ー
プ
代
表
者
（
町
長
候

補
）
か
ら
発
表
し
、
そ
れ
に
対
す
る
模
擬
投
票
を
行

う
手
法
、
②
Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
渡
辺

裕
子
さ
ん
か
ら
、
参
加
者
が
自
分
で
選
ん
だ
新
聞
記

事
を
素
材
に
、
自
分
の
町
で
行
う
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
書
を
作
成
さ
せ
る
手
法
、
③
沖
縄
県
明

る
い
選
挙
推
進
青
年
会
Ｖ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
の
新
田
繁
睦
さ
ん

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
研

修
の
導
入
部
と
し
て
行
っ
た
後
、
会
場
で
あ
る
公
民

館
周
辺
を
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
し
、
各
グ
ル
ー
プ
が

そ
の
地
区
の
課
題
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
作
成
し
、
そ
れ
を
立
会
演
説
会
で
発
表
し
、
模
擬

投
票
を
行
う
手
法
―
―
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が

あ
り
、
会
場
か
ら
の
質
疑
も
活
発
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
の
三
月
六
日
は
、
岐
阜
大
学
教
育
学
部
の

大
杉
昭
英
教
授
が
、「
学
習
指
導
要
領
改
訂
と
政
治

や
選
挙
に
関
す
る
内
容
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し

た
。
現
在
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
や
技
能
の
習
得
を
基
盤
に
、
そ
れ
を
活
用
す
る
力

と
し
て
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
」

の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
た
改
訂
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
か

ら
は
、「
指
導
要
領
案
の
『
民
主
政
治
と
政
治
参
加
』

の
項
目
の
『
内
容
』
に
、
活
用
す
る
力
、
論
述
す
る

力
、
実
践
す
る
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、「
常

時
啓
発
に
お
け

る
学
校
教
育
と

の
連
携
の
あ
り

方
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

中
央
研
修
会

特集①概概
　　
要要
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教
師
や
教
育
関
係
者
の
啓
発
も
ね
ら
い

岩
手
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
県
教
育
委

員
会
お
よ
び
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
協
力
し
て
、
県

下
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
選
挙
啓
発
授
業
を
実
施

し
て
も
ら
う
た
め
に
必
要
な
授
業
資
料
を
学
校
に
提

供
し
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

平
成
二
〇
年
度
か
ら
の
授
業
導
入
を
目
指
し
、
平

成
一
八
年
度
、
一
九
年
度
の
二
年
間
、
そ
の
モ
デ
ル

授
業
を
行
っ
た
。
モ
デ
ル
授
業
を
通
じ
て
必
要
な
デ

ー
タ
を
集
め
、
教
師
向
け
の
手
引
書
を
作
成
し
て
い

く
。
そ
れ
を
参
考
に
、
出
前
講
座
と
い
う
形
で
は
な

く
、
学
校
の
授
業
と
し
て
選
挙
啓
発
を
行
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。

児
童
・
生
徒
に
選
挙
や
政
治
に
つ
い
て
教
え
る
上

で
は
、
教
師
の
啓
発
も
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要

な
啓
発
資
料
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
学
校
関
係
者
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
将
来
明
推
協
の
推
進
委
員

等
の
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
ね
ら
い
も
込
め
て
い
る
。

取
り
組
み
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
学
校
や
教
育

の
実
情
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
治

教
育
の
あ
り
方
や
教
科
書
の
内
容
な
ど
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
選
挙
学
習
は
高
校
で
は
必
修
の
内
容
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
中
学
三
年
で
学
習
し
た
だ
け
で
成
人

に
な
る
人
も
多
い
こ
と
、
生
徒
会
役
員
選
挙
は
貴
重

な
模
擬
体
験
と
な
る
も
の
の
、
高
校
で
は
立
候
補
者

が
少
な
く
低
調
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
見
え
て

き
た
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
学
校
教
育
で
の
選
挙

啓
発
授
業
の
あ
り
方
や
内
容
の
研
究
を
進
め
た
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
と
の
共
催
事
業
に
す
る
文
書
手
続

き
や
、
選
挙
管
理
委
員
会
と
の
共
催
事
業
に
す
る
文

書
手
続
き
を
行
っ
た
。

五
パ
タ
ー
ン
の
モ
デ
ル
授
業
を
展
開

選
挙
啓
発
は
、
小
学
六
年
生
の
社
会
科
や
中
学
三

年
生
の
社
会
科
公
民
的
分
野
を
は
じ
め
、
歴
史
や
道

徳
、
学
級
指
導
な
ど
で
行
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
だ
。

だ
が
、
い
か
に
展
開
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
授
業

の
イ
メ
ー
ジ
化
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
時
限

の
流
れ
で
授
業
の
組
み
立
て
を
予
想
し
、
必
要
な
提

供
資
料
の
検
討
を
進
め
た
。
モ
デ
ル
授
業
は
そ
の
一

環
と
し
て
、
小
学
六
年
生
、
中
学
一
年
生
お
よ
び
三

年
生
の
全
五
校
で
実
施
し
た
。

実
施
さ
れ
た
モ
デ
ル
授
業
は
次
頁
の
表
の
と
お
り

岩
手
県
の
啓
発
授
業
の
試
み

岩
手
県
明
推
協
会
長
　
佐
々
木
正
太
郎

モデル授業での佐々木会長

シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム

「
常
時
啓
発
に
お
け
る

学
校
教
育
と
の
連
携
の
あ
り
方
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
山
口
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
平
野
充
好

会
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
岩
手
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

の
佐
々
木
正
太
郎
会
長
、
山
形
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
松
浦
宏
之

会
長
、
福
井
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
中
村
保
之
会
長
、
高
知
県
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
植
田
通
子
会
長
の
四
人
の
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
、

小
・
中
・
高
校
・
大
学
な
ど
の
教
育
現
場
で
取
り
組
ん
で
い
る
選
挙
啓
発

授
業
、
出
前
講
座
な
ど
の
取
り
組
み
状
況
が
報
告
さ
れ
た
後
、
パ
ネ
ラ
ー

同
士
の
意
見
交
換
や
会
場
を
交
え
て
の
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
各
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
の
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

特集① 中央研修会
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高
校
生
選
挙
啓
発
出
前
講
座
を
開
催

山
形
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
平
成
一
四

選
ば
れ
た
人
の
仕
事
を
紹
介
し
た
小
学
六
年
生
用
選

挙
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
万
六
四
〇
〇
部
作
成

し
、
県
内
全
小
学
校
の
六
年
生
に
配
布
し
た
。

翌
一
五
年
度
は
、
選
挙
の
種
類
や
投
票
方
法
な
ど

を
紹
介
し
た
高
校
三
年
生
用
選
挙
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
一
万
七
五
〇
〇
部
作
成
し
て
県
内
全
高
校
の
三

年
生
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
三
年
生
の
授
業
時
間

を
使
っ
て
選
挙
の
大
切
さ
を
伝
え
る
選
挙
啓
発
出
前

講
座
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

高
校
の
出
前
講
座
は
、
県
明
推
協
委
員
、
県
選
挙

管
理
委
員
会
と
開
催
地
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
の

職
員
等
で
実
施
。
ス
ラ
イ
ド
の
資
料
を
使
っ
た
二
〇

分
程
度
の
ミ
ニ
講
座
「
選
挙
は
ど
う
し
て
大
切
な
の

か
」
な
ど
を
行
っ
た
後
、
現
在
の
防
衛
大
臣
は
誰
か

な
ど
を
問
題
に
し
た
模
擬
投
票
を
行
う
。
各
総
合
支

庁
の
管
内
ご
と
に
お
お
む
ね
一
校
を
対
象
と
し
、
県

明
推
協
の
会
長
が
直
接
校
長
と
話
を
し
て
対
象
校
を

募
っ
て
い
る
。
平
成
一
五
年
度
、
一
六
年
度
に
各
一

校
で
実
施
し
、
一
七
年
度
以
降
は
毎
年
度
三
〜
五
校

で
行
っ
て
い
る
。
一
八
年
度
は
実
施
し
た
五
校
の
う

ち
、
三
校
は
市
選
管
と
の
共
催
で
取
り
組
ん
だ
。

小
学
生
選
挙
啓
発
の
モ
デ
ル
授
業
を
実
施

平
成
一
八
年
度
は
、
選
挙
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

使
用
し
た
小
学
生
選
挙
啓
発
の
モ
デ
ル
授
業
を
実
施

し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く

の
が
ね
ら
い
で
、
山
形
市
立
第
五
小
学
校
六
年
三
組

の
社
会
科
「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
政
治
の
働
き
」

の
授
業
で
現
場
の
教
師
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。

授
業
は
四
時
間
で
設
定
、
一
時
間
目
は
、
児
童
に

年
度
か
ら
学
校
と
連
携
し
、
児
童
・
生
徒
を
対
象
に

し
た
選
挙
啓
発
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
一
四
年
度
は
、
選
挙
を
行
う
理
由
や
選
挙
で

上意下達から主権在民への変化を学習するタイプ（小6） 

導入：江戸時代の政治 

展開：選挙権の拡大、公約と人の選び方、現在の若

い世代の投票率 

終結：20歳になったら 

暮らしと選挙、自分ができることを考えさせるタイプ（小6） 

導入：街頭でのインタビュー（自作　市長選挙につ

いて） 

展開：選挙制度の変遷、低投票率の理由、選挙の意

義（明推協から） 

終結：選挙について家庭で話し合ってみる 

学校生徒会役員選挙の一票と国会議員選挙の一票の

重みを考えるタイプ（中1） 

導入：生徒会役員選挙に立候補してみて 

展開：明治の選挙、リーダーを選ぶには、大人の一

票と子どもの一票 

終結：これからの選挙を考える 

選挙権拡大への歴史と庶民の暮らしの変化を考える

タイプ（中1） 

導入：生徒会役員選挙立候補者の公約 

展開：製糸女工員の就労時間、外国の選挙制度と選

挙に対する考え方、啓発ビデオ（主人公は君

だ） 

終結：国民の権利としての選挙と人々の暮らし 

外国の投票意識から、選挙公約、投票率向上を考え

るタイプ（中3） 

導入：低投票率の市長選挙 

展開：外国人に聞く選挙権、投票率向上の改善案、

明推協から聞く 

終結：私の意見発表 

実施された授業のパターン

山
形
県
の
選
挙
出
前
講
座

山
形
県
明
推
協
会
長
　
松
浦
宏
之

で
あ
る
。
こ
れ
ら
モ
デ
ル
授
業
は
、
教
育
関
係
者
や

選
挙
関
係
者
な
ど
に
参
観
し
て
も
ら
い
、
同
時
に
マ

ス
コ
ミ
に
も
取
材
し
て
も
ら
っ
て
県
下
全
域
に
伝
え

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
二
〇
年
度
の
実
施
希
望
校
も

現
れ
て
い
る
。

今
後
、
選
挙
啓
発
授
業
を
広
げ
て
い
く
に
は
、
な

ぜ
選
挙
啓
発
授
業
が
大
切
か
を
学
校
や
教
師
に
認
識

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
小
学
校
と
中

学
校
の
連
携
の
必
要
性
も
き
ち
ん
と
示
し
て
い
く
よ

う
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
ま
た
、
啓
発
授
業
を

行
え
る
人
材
の
育
成
も
課
題
と
い
え
る
。
明
推
協
、

選
管
、
教
育
委
員
会
、
学
校
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
た
め
の
資
料
（
選
挙
権
拡
大

の
歴
史
な
ど
）
と
、
考
え
さ
せ
る
た
め
の
資
料
（
年
々
低

下
し
て
き
た
投
票
率
な
ど
）
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
有
効
な
活
用
方
法
な
ど
を
学
校
や
教
師
に
伝

え
、
学
校
に
お
け
る
選
挙
教
育
の
浸
透
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
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出
前
塾
の
動
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

福
井
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
県
内
の
中

学
校
と
高
校
を
対
象
に
「
明
る
い
選
挙
出
前
塾
」
を

実
施
し
て
い
る
。
学
校
教
育
現
場
に
お
い
て
、
将
来

の
有
権
者
で
あ
る
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
に
し
た

選
挙
啓
発
を
行
う
こ
と
で
選
挙
の
重
要
性
を
認
識
し

て
も
ら
い
、
若
年
層
全
体
の
政
治
や
選
挙
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い
く
の
が
目
的
だ
。

出
前
塾
で
は
、
県
明
推
協
委
員
よ
る
選
挙
制
度
や

投
票
率
な
ど
の
選
挙
に
関
す
る
講
義
を
は
じ
め
、
公

職
選
挙
法
に
準
じ
た
生
徒
会
役
員
選
挙
の
実
施
、
選

挙
ク
イ
ズ
、
選
挙
ビ
デ
オ
の
上
映
、
開
票
の
体
験
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
県
明
推
協
が
講
師
の
日
程
や
開

催
に
か
か
わ
る
関
係
団
体
の
調
整
を
行
う
と
と
も
に

講
師
派
遣
の
経
費
を
負
担
し
、
開
催
地
市
町
選
挙
管

理
委
員
会
が
実
物
の
投
票
箱
や
投
票
記
載
台
な
ど
を

提
供
し
て
進
め
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
に
モ
デ
ル
的
に
中
学
校
一
校
で
実

施
し
、
以
後
、
平
成
一
六
年
度
中
学
一
校
・
高
校
二

校
、
一
七
年
度
中
学
三
校
・
高
校
三
校
、
一
八
年
度

中
学
一
校
・
高
校
二
校
、
一
九
年
度
中
学
三
校
の
計

一
六
校
で
実
施
し
た
。
過
去
に
行
っ
た
出
前
塾
の
様

子
は
、
動
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

平
成
一
九
年
一
○
月
三
日
に
開
催
し
た
坂
井
市
立

坂
井
中
学
校
の
出
前
塾
で
は
、
全
校
生
徒
四
四
一
人

が
参
加
し
た
。
明
推
協
会
長
が
選
挙
ク
イ
ズ
を
交
え
た

投
票
所
の
絵
を
見
せ
、
何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
、

絵
を
見
て
発
見
し
た
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
（
例

え
ば
、
立
会
人
の
仕
事
は
何
か
、
投
票
用
紙
は
だ
れ

が
持
っ
て
い
る
か
、
し
き
り
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
、

手
が
不
自
由
な
人
は
ど
う
や
っ
て
投
票
す
る
の
か
）

な
ど
を
考
え
さ
せ
、
話
し
合
わ
せ
る
。
二
時
間
目
、

三
時
間
目
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
の
調
べ
方
を
考
え
、

調
べ
、
ま
と
め
る
。
四
時
間
目
は
選
挙
啓
発
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
選
挙
の
仕
組
み
を
学
ぶ
構
成
と

し
た
。
立
会
人
等
の
質
問
に
は
、
県
の
選
管
職
員
が

答
え
た
。

モ
デ
ル
授
業
は
公
開
し
、
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
県
内
全
域
に
伝
わ
っ
た
。

授
業
を
受
け
た
児
童
か
ら
は
、「
立
候
補
す
る
人

も
責
任
が
必
要
だ
け
ど
、
投
票
す
る
人
に
も
責
任
が

あ
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
」「
投
票
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
一
つ
の
義
務
と
し
て
し
っ
か
り
投
票
し
て

い
き
た
い
」「
選
挙
会
場
か
ら
離
れ
た
海
の
上
か
ら

も
投
票
で
き
る
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

平
成
一
九
年
度
は
、
モ
デ
ル
授
業
に
基
づ
き
選
挙

に
関
す
る
授
業
の
指
導
案
を
作
成
し
、
県
内
全
小
学

校
と
教
育
委
員
会
に
配
布
。
選
挙
啓
発
授
業
の
実
施

を
働
き
か
け
た
。

中
学
校
に
お
い
て
は
、
生
徒
会
役
員
選
挙
の
機
会

を
捉
え
て
、
平
成
一
九
年
度
に
山
形
市
立
第
四
中
学

校
で
中
学
生
選
挙
啓
発
出
前
講
座
を
試
行
実
施
し

た
。
若
年
層
の
投
票
率
が
低
い
こ
と
と
生
徒
会
選
挙

を
対
比
さ
せ
る
講
座
を
行
っ
た
後
、
実
物
の
投
票
箱

を
使
っ
て
生
徒
会
役
員
選
挙
の
投
票
を
行
っ
た
。

出
前
講
座
の
円
滑
な
推
進
や
拡
大
に
向
け
て
は
、

明
推
協
と
県
選
管
、
市
町
村
選
管
と
の
連
携
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
け
に
、
よ
り
密
接
な
連
携
を

目
指
し
て
い
く
。
市
町
村
選
管
に
講
座
モ
デ
ル
の
シ

ナ
リ
オ
な
ど
を
提
示
し
、
出
前
講
座
の
開
催
を
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

高校生出前講座での松浦会長

福
井
県
の
明
る
い
選
挙
出
前
塾

福
井
県
明
推
協
会
長
　
中
村
保
之

特集① 中央研修会
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小
・
中
・
高
・
大
学
生
を
対
象
に
実
地
講
義

高
知
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
平
成
一
四

年
度
か
ら
「
将
来
の
有
権
者
育
成
事
業
」
を
実
施
し

て
い
る
。
人
格
形
成
期
に
当
た
る
小
学
校
高
学
年
か

ら
中
学
生
、
さ
ら
に
は
高
校
生
、
大
学
生
に
対
し
て
、

政
治
や
選
挙
に
ふ
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
政

治
や
選
挙
に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
有
権

者
の
育
成
に
つ
な
げ
る
の
が
ね
ら
い
だ
。

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
や
教
育
委
員
会
関
係
者
な
ど
を
委
員
と
し
た

「
将
来
の
有
権
者
育
成
事
業
検
討
会
」
を
設
置
し
、

平
成
一
四
年
度
に
県
内
の
小
学
校
二
校
、
中
学
校
二

校
の
協
力
を
得
て
、
モ
デ
ル
実
地
講
義
（
出
前
講
座
）

を
行
い
な
が
ら
、
教
材
や
講
義
内
容
な
ど
を
検
討

し
た
。

そ
の
結
果
、「
政
治
・
選
挙
」
を
学
習
す
る
小
学

六
年
生
と
中
学
三
年
生
を
対
象
に
、
授
業
時
に
教
師

に
活
用
し
て
も
ら
う
補
足
冊
子
を
作
成
。
平
成
一
五

年
度
か
ら
毎
年
度
、
市
町
村
教
育
委
員
会
を
通
じ
て

全
校
に
配
布
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
か
ら
は
高
校
生
や
大
学
生
を
も
対

講
演
を
行
っ
た
後
、
執
行
部
役
員
定
員
六
人
に
一
〇

人
が
立
候
補
し
た
生
徒
会
役
員
選
挙
の
立
会
演
説
会

を
行
い
、実
物
の
投
票
箱
を
使
っ
て
投
票
を
行
っ
た
。

十
一
月
一
六
日
に
は
敦
賀
市
立
角
鹿
中
学
校
の
二

年
生
五
六
人
を
対
象
に
開
催
。
明
推
協
委
員
の
講
演

と
選
挙
ク
イ
ズ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
実
際
の
選
挙
の

流
れ
に
沿
っ
た
形
で
「
修
学
旅
行
は
ど
こ
へ
行
き
た
い

か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
模
擬
投
票
と
開
票
作
業
を
体

験
し
た
。

十
二
月
十
二
日
に
は
越
前
市
立
武
生
第
五
中
学
校

の
三
年
生
二
三
人
を
対
象
に
、
明
推
協
会
長
の
講
演

と
選
挙
ク
イ
ズ
、
市
議
会
議
員
の
模
擬
立
会
演
説
会

と
模
擬
投
票
な
ど
を
行
っ
た
。
模
擬
選
挙
で
は
、
市

議
会
議
員
に
立
候
補
し
た
四
人
の
生
徒
が
ま
ち
や
学

校
を
よ
り
よ
く
す
る
取
り
組
み
を
訴
え
、
そ
れ
を
受

け
て
生
徒
た
ち
は
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
名
前
を
記

入
し
て
投
票
し
た
。

中学校出前塾での中村会長

生
徒
の
選
挙
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
る

出
前
塾
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
生
徒
た
ち
の
選
挙
や
政
治
に
対
す
る
関
心

を
い
か
に
効
果
的
に
高
め
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。

そ
の
た
め
、
ク
イ
ズ
な
ど
で
興
味
を
持
た
せ
る
と

と
も
に
、
福
井
県
出
身
の
歴
史
上
の
人
物
の
活
躍
ぶ

り
、
地
域
の
歴
史
や
話
題
、
そ
し
て
時
事
問
題
な
ど

も
盛
り
込
み
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
と
選

挙
や
政
治
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
理
解
し
や
す
い

よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
募
に
よ
っ
て
作

成
し
た
選
挙
ソ
ン
グ
「
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
」
な
ど
も

紹
介
し
な
が
ら
出
前
塾
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
努
力
は
実
を
結
ん
で
お
り
、
坂
井
中
学
校
の

出
前
塾
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
出
前
塾
を
受
け

て
政
治
や
選
挙
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
、「
大
い
に
高
ま
っ
た
」「
多
少
高

ま
っ
た
」
は
合
わ
せ
て
八
割
に
達
し
た
。「
二
〇
歳

に
な
っ
た
ら
投
票
に
行
こ
う
と
思
う
か
」
に
対
し
て

は
、「
毎
回
行
こ
う
と
思
う
」
四
五
％
、「
で
き
る
だ

け
行
こ
う
と
思
う
」
五
五
％
で
、「
行
か
な
い
」
と

い
う
回
答
は
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
実
施
校
が
少
な
く
、
実

施
校
を
い
か
に
広
げ
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
ま
ず
は
現
場
の
教
師
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
明
推
協
と
校
長
会
等
と
の

情
報
交
換
会
な
ど
も
行
い
、
出
前
塾
事
業
の
活
発
化

高
知
県
の
将
来
の
有
権
者
育
成
事
業

高
知
県
明
推
協
会
長
　
植
田
通
子
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象
に
加
え
て
実
地
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、
講
義
だ
け
で
な
く
模
擬
投
票
と
セ
ッ
ト

で
行
い
、
模
擬
投
票
は
で
き
る
だ
け
実
物
の
記
載
台

や
投
票
箱
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
。
資
材
と
し
て
裏

面
と
側
面
を
透
明
の
板
に
し
た
投
票
箱
を
作
成
し
、

実
際
の
投
票
で
使
用
す
る
Ｂ
Ｐ
コ
ー
ト
紙
の
投
票
用

紙
と
と
も
に
活
用
。
折
っ
て
投
票
箱
に
入
れ
た
投
票

用
紙
が
紙
の
特
性
に
よ
っ
て
箱
の
中
で
自
然
に
開
く

こ
と
が
確
認
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の
関
心
を
高
め
て

い
る
。
ま
た
、
高
知
県
が
婦
人
参
政
権
発
祥
の
地
で

あ
る
こ
と
の
紹
介
や
ク
イ
ズ
形
式
の
解
説
な
ど
、
興

味
を
持
た
せ
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

実
施
校
を
広
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題

小
・
中
学
校
の
実
地
講
義
で
は
、
配
布
し
た
教
材

冊
子
を
使
っ
て
教
師
が
一
五
分
程
度
講
義
を
行
っ
た

後
、
模
擬
投
票
を
行
う
。
投
票
の
内
容
は
事
前
に
担

実地講義での植田会長

当
教
師
と
打
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
模
擬
生
徒
会
長
選

挙
形
式
で
、
候
補
者
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
演
説

後
に
投
票
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
通
常
は
明
推
協
で

準
備
し
た
模
擬
生
徒
会
長
選
挙
の
選
挙
公
報
を
用
い

て
実
施
し
て
い
る
。

高
校
で
は
、
投
票
率
の
推
移
や
年
代
別
投
票
率
の

グ
ラ
フ
な
ど
を
使
っ
て
、
若
年
層
の
投
票
率
が
低
い

こ
と
や
投
票
権
行
使
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
。
講

義
は
教
師
が
行
う
場
合
の
ほ
か
、
明
推
協
委
員
等
が

行
う
こ
と
も
あ
り
、
模
擬
投
票
の
実
施
内
容
と
と
も

に
担
当
教
師
と
打
ち
合
わ
せ
て
進
め
て
い
る
。

大
学
で
は
、
選
挙
に
行
く
派
と
行
か
な
い
派
の
各

代
表
学
生
に
壇
上
で
主
張
し
て
も
ら
い
投
票
す
る
デ

ィ
ベ
ー
ト
形
式
の
模
擬
投
票
や
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
選
挙
や
政
治
参
加

に
つ
い
て
学
生
同
士
で
考
え
る
授
業
を
行
っ
た
。

だ
が
、
事
前
の
準
備
や
登
場
し
て
も
ら
う
学
生
選
び

な
ど
、
担
当
教
授
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
現

在
は
担
当
教
授
に
よ
る
選
挙
等
に
つ
い
て
の
講
義
の

後
に
、
模
擬
投
票
を
行
う
形
式
で
進
め
て
い
る
。

実
施
校
は
小
・
中
・
高
・
大
学
と
も
直
接
学
校
や

教
師
に
依
頼
し
、
毎
年
度
五
〜
九
校
で
開
催
し
て
い

る
。
市
町
村
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
て
い
る
も
の

の
、
実
施
校
の
確
保
に
苦
心
し
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
る
。
実
施
校
を
広
げ
、
ま
た
継
続
的
に
開
催
し
て

も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

小
・
中
学
生
に
は
、
帰
っ
て
か
ら
実
地
講
義
の
内

容
を
家
庭
に
伝
え
て
も
ら
っ
た
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
材

を
依
頼
し
、
実
地
講
義
の
広
が
り
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

パ
ネ
ラ
ー
か
ら
の
事
例
発
表
後
、
会
場
の
参

加
者
と
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

実
施
校
の
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

関
連
し
て
、
小
・
中
・
高
校
で
「
選
挙
出
前
ト

ー
ク
」
を
実
施
し
て
い
る
愛
知
県
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
た
。「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」
は
、
選
管
職

員
が
選
挙
に
つ
い
て
話
し
た
後
、
複
数
の
明
る

い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
が
候
補
者
に
扮
し
て

演
説
し
、
子
ど
も
た
ち
の
模
擬
投
票
を
実
施
す

る
と
い
う
流
れ
で
行
っ
て
い
る
。

明
る
い
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
は
県
内
在
住

の
一
八
歳
〜
二
九
歳
の
公
募
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

愛
知
県
の
選
挙
出
前
ト
ー
ク
は
若
い
サ
ポ
ー
タ

ー
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め

て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

平
成
一
九
年
度
は
、
四
三
校
か
ら
の
実
施
要

望
が
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
の
要
望
に
沿
う
こ
と

は
で
き
ず
、
小
学
校
十
一
校
、
中
学
校
六
校
で

実
施
し
た
。
実
施
校
が
多
い
要
因
と
し
て
愛
知

県
選
管
の
石
原
琢
也
さ
ん
は
、
県
教
育
委
員
会

が
総
合
学
習
と
し
て
出
前
講
座
に
積
極
的
で
あ

る
こ
と
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
①
学
校
の
教
師

に
よ
る
口
コ
ミ
、
②
マ
ス
コ
ミ
の
活
用
、
③
市

町
村
選
管
と
の
連
携
―
―
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。

特集① 中央研修会
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埼
玉
県
所
沢
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
昭

和
三
十
一
年
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
、
市
内
各
地
域

（
十
一
地
区
）
の
代
表
者
や
各
種
団
体
の
代
表
者
の

岩
手
県
盛
岡
市
城
南
地
区
は
、
市
内
を
流
れ
る
中

津
川
の
東
側
に
あ
る
地
域
で
、
一
九
の
町
内
会
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
人
口
約
一
万
人
の
地
区
で
あ
る
。

城
南
地
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
昭
和
六

〇
年
、
盛
岡
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
か
ら
明
る

い
選
挙
推
進
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
一
九
人
に
よ
っ

て
自
主
的
に
設
立
さ
れ
た
。

「
四
な
い
運
動
」「
話
し
合
い
活
動
」
の
展
開

設
立
当
初
か
ら
特
に
力
を
入
れ
て
推
進
し
て
き
た

の
が
、「
贈
ら
な
い
」「
求
め
な
い
」「
受
け
と
ら
な

い
」
の
「
三
な
い
」
に
「
棄
権
し
な
い
」
を
加
え
た

「
四
な
い
運
動
」
で
あ
る
。「
三
な
い
」
運
動
に
つ
い

て
は
、
地
区
選
出
の
議
員
や
立
候
補
者
に
対
し
て
、

市
明
推
協
の
決
議
文
で
、
機
会
あ
る
ご
と
に
強
く
要

請
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
三
な
い
」
に
つ
い
て

の
違
反
は
ま
っ
た
く
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、「
棄
権
し

な
い
」
に
つ
い
て
も
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

推
進
員
は
、
定
期
的
に
講
師
を
招
い
て
、
国
や
県

の
選
挙
の
状
況
や
問
題
点
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
に

つ
い
て
学
習
し
た
り
、
推
進
員
の
活
動
の
進
め
方
や

悩
み
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
話
し
合
い
活
動
で
集
約
さ
れ
た
意
見
は
、
市
選
管

や
市
明
推
協
が
主
催
す
る
行
事
な
ど
で
提
言
し
て
お

り
、
投
票
立
会
人
の
若
返
り
、
地
区
推
進
協
議
会
の

設
立
支
援
、
飛
行
機
に
よ
る
啓
発
活
動
な
ど
実
行
さ

れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
各
推
進
員
は
、
各
々
の
町
内
会
の
集
会
で
、
城

南
地
区
内
の
六
投
票
所
の
投
票
率
と
県
や
市
の
投
票

率
と
を
比
較
し
、
そ
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
話
し
、
選

挙
の
際
は
必
ず
投
票
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

選
挙
時
の
活
動

選
挙
の
た
び
、

町
内
会
長
と
と
も

に
、
棄
権
防
止
や

投
票
率
向
上
に
つ

い
て
、
文
書
に
よ

り
、
町
内
の
有
権

者
（
特
に
若
い
人

た
ち
を
重
点
的

に
）
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
市
選
管
の
協
力
に

よ
り
、
表
面
に
は
有
権
者
と
立
候
補
者
に
対
し
て
呼

び
か
け
た
市
明
推
協
の
決
議
文
と
選
挙
名
・
投
票
日

時
を
記
載
し
、
裏
面
に
は
城
南
地
区
の
投
票
率
を
記

載
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
啓
発
物
品
と
一
緒
に
街

頭
で
配
布
し
て
投
票
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

＊

市
域
内
に
お
け
る
明
推
協
組
織
は
全
国
的
に
み
て

も
希
少
で
、
昨
今
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
市
域
が
拡

が
っ
た
団
体
に
対
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

り
う
る
点
、
ま
た
選
挙
時
の
み
な
ら
ず
常
時
啓
発
と

し
て
各
種
会
合
の
席
上
、
地
区
内
の
投
票
率
や
当
該

明
推
協
活
動
等
の
P
R
を
行
う
な
ど
、
草
の
根
的
な

活
動
を
永
年
続
け
て
き
た
点
が
評
価
さ
れ
た
。

盛
岡
市
城
南
地
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

市長選挙での啓発活動

特集②
評
価
さ
れ
た
活
動
　
活
動
全
般
（
草
の
根
の
活
動
）

所
沢
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

評
価
さ
れ
た
活
動
　
活
動
全
般
（
大
都
市
近
郊
で
の
活
発
な
活
動
）

平
成
一
九
年
度
明
る
い
選
挙
推
進
優
良
活
動
表
彰

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
明
る
い
選
挙
推
進
優
良
活
動
表
彰
は
、
若
者
啓
発
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
と

し
た
明
推
協
関
係
団
体
等
一
五
団
体
か
ら
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
他
の
範
と
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
ば
か
り
で
し
た
が
、
協
会
内
に
設
置
し
た
選

考
委
員
会
（
学
識
経
験
者
九
名
で
構
成
）
に
お
け
る
厳
選
の
結
果
、
八
団
体
が
選
ば
れ
、
二
月
の
理

事
会
に
お
い
て
最
終
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
受
賞
団
体
の
活
動
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ほ
か
、
一
般
公
募
に
よ
る
入
会
希
望
者
等
、
男
女
九

〇
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

活
発
な
常
時
啓
発
活
動

毎
年
一
〇
月
の
連
休
に
所
沢
市
の
中
心
市
街
地
を

拠
点
と
し
て
開
催
さ
れ
る
「
と
こ
ろ
ざ
わ
ま
つ
り
」

（
約
三
三
万
五
千
人
来
場
）
に
、「
め
い
す
い
く
ん
」

や
「
リ
ス
」
の
着
ぐ
る
み
と
一
緒
に
、
黄
色
い
帽
子

と
ジ
ャ
ン
パ
ー
・
た
す
き
を
着
用
し
た
委
員
た
ち

が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
バ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
い
る
。

会
場
内
で
は
啓
発
物
資
を
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
投

票
の
棄
権
防
止
や
政
治
家
の
寄
附
禁
止
を
呼
び
か
け

た
。ま

た
、
委
員
全
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
年
に

一
度
実
施
し
て
い
る
。
一
八
年
度
は
研
修
テ
ー
マ
を

「
若
者
の
投
票
率
Ｕ
Ｐ
」「
寄
附
禁
止
の
周
知
」
と
し
、

ビ
デ
オ
「
今
ど
き
の
若
者
は
…
と
言
う
け
れ
ど
」
を
見

た
後
、
委
員
同

士
で
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
さ

ら
に
、
明
る
い

選
挙
推
進
優
良

団
体
へ
の
視
察

研
修
を
行
い
、

啓
発
活
動
で
表

彰
さ
れ
た
団
体

か
ら
直
接
話
し

を
聞
き
、
所
沢

市
の
活
動
状
況

と
比
較
す
る
な

「ところざわまつり」でのパレード

港
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

評
価
さ
れ
た
活
動
　
モ
デ
ル
地
区
事
業

東
京
都
港
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
昭
和
四

〇
年
に
設
立
さ
れ
、
推
進
委
員
は
現
在
一
三
七
名
。

全
体
で
行
う
活
動
の
ほ
か
、
愛
宕
、
麻
布
、
高
輪
、

赤
坂
、
三
田
、
芝
浦
地
区
と
六
つ
の
地
区
に
分
か
れ

て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

毎
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
る
区
民
ま
つ
り
（
約
一

四
万
人
来
場
）
に
、
委
員
全
員
が
参
加
し
て
、
パ
レ

ー
ド
行
進
を
行
っ
た
り
、
一
月
の
成
人
式
会
場
で
は
、

推
進
委
員
が
新
成
人
に
選
挙
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
う
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
地
区
で
模
擬
投
票

港
区
明
推
協
で
は
、
区
内
に
あ
る
六
つ
の
地
区
が

順
番
に
二
年
間
モ
デ
ル
地
区
と
な
り
、
選
挙
啓
発
の

様
々
な
手
法
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成
一
八
・
一

特集②

ど
、
今
後
の
啓
発
方
法
の
あ
り
方
に
役
立
て
て
い
る
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
事
業
に
応
募
を
希
望

す
る
学
校
に
は
、
事
前
に
画
用
紙
を
配
布
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
全
国
的
に
見
て

も
極
め
て
高
い
、
市
内
の
約
七
割
、
三
五
〇
〇
人
の

児
童
・
生
徒
か
ら
の
応
募
が
あ
る
。
応
募
作
品
の
審

査
と
表
彰
は
、
明
推
協
委
員
が
参
加
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
従
来
、
小
学
校
、
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
か

ら
の
応
募
し
か
な
か
っ
た
が
、
高
校
の
校
長
先
生
を

経
験
さ
れ
た
委
員
を
介
し
て
、
県
立
芸
術
総
合
高
校

な
ど
へ
ポ
ス
タ
ー
募
集
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
最
近
で
は
三
〇
点
ほ
ど
高
校
生
か
ら
の
応
募
を

得
る
よ
う
に
な
っ
た
。

選
挙
時
の
啓
発
活
動

選
挙
時
に
は
、
市
内
に
あ
る
八
つ
の
駅
に
分
か
れ

て
、
人
通
り
が
多
い
夕
方
の
時
間
帯
に
啓
発
物
資
を

配
布
し
な
が
ら
、
投
票
日
の
周
知
や
投
票
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
委
員
全
員
が
日
程
を
調
整

し
な
が
ら
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人
を
務
め
て

い
る
。
特
に
今
年
度
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
五
つ

の
選
挙
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
委
員
全
員
の
ほ

か
、
二
〇
歳
の
立
会
人
登
録
者
に
協
力
を
呼
び
か
け

て
立
会
人
を
務
め
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
二
〇
歳
の
立
会
人
の
登
録
は
、
新
成
人
に
送

付
す
る
二
〇
歳
の
バ
ー
ス
デ
イ
カ
ー
ド
に
併
せ
て
投

票
立
会
人
の
登
録
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

現
在
六
七
名
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
名

が
当
協
議
会
に
入
会
し
、
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
。

＊

新
住
民
の
多
い
大
都
市
周
辺
の
地
域
で
あ
り
な
が

ら
、
常
時
啓
発
も
選
挙
時
啓
発
も
多
様
な
活
動
を
展

開
し
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
事
業
へ
の
参
加
者
が
多
く

熱
心
な
点
、
さ
ら
に
市
民
へ
の
働
き
か
け
に
も
い
ろ

い
ろ
工
夫
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

明るい選挙推進優良活動表彰
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大
学
学
園
祭
で
出
前
事
業

神
奈
川
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
若
年

層
の
低
投
票
率
対
策
と
し
て
、
中
学
生
向
け
の
啓
発

冊
子
の
作
成
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
若
者
世
代

向
け
の
広
報
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
の
世
代
の
低
投

票
率
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
抜

本
的
に
見
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
見
直

し
の
方
向
性
は
、
若
者
世
代
が
こ
の
課
題
を
自
ら
の

も
の
と
し
て
自
覚
し
、
そ
の
対
策
を
考
え
る
こ
と
の

で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
、
こ
の
課
題
の
解
決
に
向

け
て
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
地
域
の
明
推
協
等
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
学
園

祭
等
出
前
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ま
ず
、
県
内

の
二
つ
の
大
学
で
、
地
域
の
選
管
等
と
明
推
協
と
が

連
携
し
、
実
施
し
た
。
両
会
場
で
は
、
パ
ネ
ル
展
示

の
ほ
か
に
、
電
子
投
票
機
を
設
置
し
、「
模
擬
投
票
」

を
実
施
、
会
場
に
開
票
速
報
を
掲
示
し
た
。

当
日
は
、
地
域
住
民
を
含
め
た
約
三
〜
四
〇
〇
人

の
参
加
が
あ
っ
た
が
、
啓
発
の
本
来
の
目
的
で
あ
っ

た
大
学
生
の
参
加
が
、
当
初
期
待
さ
れ
た
程
伸
び
な

か
っ
た
。

そ
の
反
省
か
ら
、
学
生
の
意
見
を
直
接
聴
く
こ
と

が
で
き
、
学
生
自
ら
が
啓
発
事
業
を
企
画
す
る
組
織

づ
く
り
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
設
立
さ

れ
た
の
が
「
か
な
が
わ
選
挙
カ
レ
ッ
ジ
」
で
あ
る
。

か
な
が
わ
選
挙
カ
レ
ッ
ジ

こ
の
制
度
は
、
大
学
等
に
在
籍
す
る
学
生
が
、
当

協
議
会
の
実
習
生
と
し
て
、
一
年
間
、
明
る
い
選
挙

の
啓
発
活
動
の
企
画
、
選
挙
事
務
の
体
験
、
明
推
協

の
委
員
と
の
交
流
等
を
通
じ
て
、
政
治
参
加
や
選
挙
、

投
票
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
選

挙
事
務
や
選
挙
啓
発
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
参
加
型
の
啓
発
活
動
で
あ
る
。

平
成
一
九
年
四
月
に
第
一
期
生
の
募
集
・
選
考
を

九
年
度
は
麻
布

地
区
が
モ
デ
ル

地
区
と
な
っ

た
。
麻
布
地
区

の
推
進
委
員
は

三
〇
名
。

麻
布
地
区
の

モ
デ
ル
地
区
事

業
は
、
ど
う
し
た
ら
若
年
層
に
選
挙
の
大
切
さ
を
知

っ
て
も
ら
え
る
か
を
議
論
す
る
中
で
、「
投
票
率
の

低
い
年
齢
層
へ
の
働
き
か
け
は
、
二
〇
歳
に
な
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
、
も
っ
と
若
い
と
き
か
ら
啓
発
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
社
会
科
の
授
業
で
学
ん
だ
こ

と
を
実
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
選
挙
が

大
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
」
と
の
結

論
に
至
り
、
麻
布
地
区
に
あ
る
二
つ
の
小
学
校
の
社

会
科
の
授
業
で
模
擬
投
票
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

実
施
し
た
二
つ
の
小
学
校
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
推

進
委
員
が
直
接
交
渉
を
行
っ
た
。

「
ど
ん
な
国
に
し
た
い
か
」
を
テ
ー
マ
に

模
擬
投
票
の
対
象
学
年
で
あ
る
五
年
生
・
六
年
生

に
対
し
て
、
ま
ず
地
区
の
推
進
委
員
か
ら
「
選
挙
で

誰
を
区
民
の
代
表
者
に
選
ぶ
か
に
よ
り
、
私
た
ち
の

生
活
は
大
き
く
変
化
す
る
」
な
ど
選
挙
の
大
切
さ
に

つ
い
て
の
話
を
し
た
。
そ
の
後
「
ど
ん
な
国
に
し
た

い
か
」
を
テ
ー
マ
に
、「
経
済
を
発
展
さ
せ
る
国
」

「
自
然
と
福
祉
を
大
切
に
す
る
国
」「
外
国
と
仲
良
く

す
る
平
和
な
国
」
の
三
つ
を
選
択
肢
（
事
項
）
の
中

か
ら
「
希
望
す
る
国
」
を
選
ぶ
模
擬
投
票
を
行
っ
た
。

模擬投票での投票の様子

投
票
機
材
は
実
際
の
も
の
を
使
用
、
ま
た
投
票
手
順

に
つ
い
て
も
実
際
の
投
票
所
と
同
じ
よ
う
に
行
っ

た
。
結
果
は
「
自
然
と
福
祉
を
大
切
に
す
る
国
」
が

最
も
多
く
の
票
を
獲
得
し
た
。

＊

港
区
明
推
協
は
、
従
来
か
ら
の
活
動
を
基
本
と
し

な
が
ら
併
せ
て
モ
デ
ル
地
区
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
モ
デ
ル
地
区
事
業
で
は
各
地
区
が
時
宜
を

得
た
手
法
等
を
取
り
入
れ
、
推
進
委
員
主
体
で
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
事
業
の
マ
ン
ネ

リ
化
を
防
止
し
、
推
進
委
員
の
や
る
気
と
企
画
力
を

引
き
出
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
他
都
市

へ
の
範
に
な
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

評
価
さ
れ
た
活
動
　
か
な
が
わ
選
挙
カ
レ
ッ
ジ
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行
い
、
六
月
か
ら
七
名
の
大
学
生
（
大
学
推
薦
）
に

よ
り
活
動
を
開
始
し
た
。
活
動
開
始
の
時
期
が
、
参

議
院
選
挙
の
準
備
期
間
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
と
選
挙
の
概
要
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
行

っ
た
の
ち
、
実
際
の
選
挙
事
務
体
験
と
し
て
、
不
在

者
投
票
関
係
書
類
の
準
備
事
務
や
横
浜
駅
東
口
前
広

場
に
お
け
る
街
頭
啓
発
活
動
を
体
験
し
た
。

八
月
か
ら
一
〇
月
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

活
動
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
大
学
学
園
祭
に
お
い
て
配

布
す
る
啓
発
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
後
日
、

政
治
と
選
挙
に
関
す
る
座
談
会
を
開
催
し
、
そ
れ
を

ま
と
め
た
「
私
た
ち
の
政
治
と
選
挙
―
か
な
が
わ
選

挙
カ
レ
ッ
ジ
編
」
を
発
行
し
た
。
ま
た
、
年
明
け
に

は
青
山
学
院
大
学
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
チ
ラ

シ
の
配
布
や
電
子
投
票
機
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

啓
発
活
動
を
実
施
し
た
。

二
月
に
一
期
生
の
修
了
式
が
あ
り
、
カ
レ
ッ
ジ
生

と
し
て
卒
業
は
し
た
が
、
そ
の
内
一
名
は
本
人
の
意

向
に
よ
り
県
明

推
協
の
委
員
に

就
任
し
た
。
そ

の
他
の
カ
レ
ッ

ジ
卒
業
生
も

「
サ
ポ
ー
タ
ー

登
録
」を
行
い
、

次
期
カ
レ
ッ
ジ

生
や
今
後
の
啓

発
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
「
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と

選挙カレッジの街頭啓発活動

し
て
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

＊

か
な
が
わ
選
挙
カ
レ
ッ
ジ
事
業
は
、
大
学
生
に
自

主
的
に
取
り
組
ま
せ
、
自
ら
考
え
さ
せ
て
い
る
点
、

ま
た
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
に
よ
っ
て
カ
レ
ッ
ジ
生
卒
業

後
も
引
き
続
き
啓
発
活
動
に
取
り
組
め
る
仕
組
み
等

一
連
の
流
れ
が
評
価
さ
れ
た
。

上
越
市
「
選
挙
に
行
こ
う
！
若
者
委
員
会
」

評
価
さ
れ
た
活
動
　
活
動
全
般
（
若
者
に
よ
る
若
者
へ
の
啓
発
活
動
）

上
越
市
「
選
挙
に
行
こ
う
！
若
者
委
員
会
」

の
発
足

平
成
一
七
年
一
月
一
日
に
、
十
三
町
村
が
上
越
市

に
編
入
合
併
し
た
。
合
併
後
に
行
わ
れ
た
上
越
市
長

選
挙
で
の
投
票
率
は
、
六
〇
代
後
半
の
八
七
％
に
対

し
て
、
二
〇
代
前
半
は
三
一
％
、
二
〇
代
後
半
は
四

一
・
七
％
と
、
若
年
層
の
投
票
率
は
六
〇
代
後
半
の

半
分
以
下
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
市
選
管
で
は
、「
若
者
の
投
票
率

向
上
」
に
つ
い
て
検
討
し
、「
若
者
の
こ
と
は
若
者

に
任
せ
る
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

「
若
者
の
こ
と
は
若
者
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

市
内
に
あ
る
大
学
や
専
門
学
校
の
学
生
の
ほ
か
、
マ

ー
チ
ン
グ
・
合
唱
・
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
若
者

が
多
数
参
加
し
て
い
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
得
意
な

団
体
な
ど
に
委
員
の
推
薦
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、

有
志
も
含
め
て
高
校
生
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
三
四
人

（
女
性
二
二
人
、
男
十
二
人
）、
平
均
年
齢
二
二
・
七

歳
の
若
者
が
集
ま
り
、
平
成
一
八
年
八
月
に
若
者
委

員
会
が
発
足
し
た
。

「
選
挙
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
多
彩
な
活
動
を
展
開

一
カ
月
に
一
回
、
全
員
が
集
ま
る
全
体
会
の
ほ
か
、

毎
月
一
〜
二
回
役
員
会
を
開
催
し
、
今
後
の
啓
発
活
動

の
企
画
や
実
施
の
た
め
の
準
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
若
者
委
員
会
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
平
成
一
八
年
は
、
二
つ
の
大
学
の
学
園
祭
で

啓
発
活
動
を
行
っ
た
。
真
っ
赤
な
の
ぼ
り
を
た
て
、

「
め
い
す
い
く
ん
」
に
も
活
躍
し
て
も
ら
い
、
チ
ラ

シ
を
手
渡
し
、
同
世
代
の
若
者
に
会
の
活
動
や
投
票

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
こ
の
活
動
は
翌
年
も
行

わ
れ
て
い
る
。

平
成
一
九
年
四
月
の
県
議
選
挙
に
は
、
そ
ろ
い
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
イ
ベ
ン
ト
で

は
委
員
の
作
詞
に
よ
る
投
票
呼
び
か
け
の
替
え
歌
、

若
者
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
、
合
唱
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
披

露
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
期
日
前
投
票
や
当
日
投
票

ヘ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
同
年
七
月
の
参
議
院
選

挙
で
は
、
新
た
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
等
の

団
体
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、「
七
夕
啓
発
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
」
と
銘
打
ち
、
選
挙
に
関
す
る
○
×
ク
イ

特集② 明るい選挙推進優良活動表彰
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C
E
P
T
の
設
立

福
井
県
選
管
は
、
若
年
層
に
対
す
る
啓
発
活
動
と

し
て
、
昭
和
六
〇
年
か
ら
各
市
町
村
二
名
の
「
明
る

い
選
挙
青
年
推
進
員
」
を
委
嘱
し
て
、
研
修
会
や
臨

時
啓
発
事
業
等
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
推
進
員
は
、
県
明
推
協
や
県
選
管
の
企
画

し
た
活
動
に
受
動
的
に
関
わ
る
だ
け
で
、
自
ら
考
え

て
自
ら
行
動
し
て
い
く
と
い
う
面
で
は
限
界
が
あ
っ

た
。こ

れ
ら
の
反
省
の
も
と
、
若
者
の
視
点
か
ら
事
業

を
企
画
立
案
し
、
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
啓
発

活
動
を
実
践
す
る
、
柔
軟
で
機
動
的
な
組
織
と
し
て
、

「
福
井
県
明
る
い
選
挙
推
進
青
年
活
動
隊
　
C
E
P

T
」
が
発
足
し
た
。
発
足
に
当
た
っ
て
は
、
県
内
に

在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
二
〇
代
の
若
者
を
対
象
に

公
募
し
、
平
成
一
七
年
七
月
に
九
名
（
男
三
人
、
女

六
人
。
学
生
七
人
、
社
会
人
二
人
。
平
均
年
齢
二
十

一
歳
）
の
メ
ン
バ
ー
で
発
足
し
た
。

C
E
P
T
と
は
、「

C
lear

（C
lean

）E
lection

P
rom
otion

T
eam

」
の
各
英
単
語
の
頭
文
字
を
順

に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
メ
ン
バ
ー
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
あ
っ
て
決
定
し
た
。
意
味
は
、
明
る
く
き
れ

い
な
選
挙
を
推
進
す
る
チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
で
、
読

み
は
「
セ
プ
ト
」、
こ
れ
を
愛
称
・
略
称
と
し
て
も

使
用
し
て
い
る
。

自
主
的
・
主
体
的
な
活
動

活
動
内
容
は
、
自
主
的
・
主
体
的
に
、
企
画
会
議

で
検
討
し
て
決
定
し
て
い
る
。
会
議
は
県
庁
の
会
議

室
を
借
り
て
月
一
〜
二
回
の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
自

由
で
活
発
な
議
論
の
も
と
、
若
者
を
対
象
と
し
た
啓

発
事
業
の
活
動
計
画
や
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

発
足
当
初
か
ら
継
続
し
て
、
福
井
県
立
大
学
福
井

キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
祭
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
明
る
い

選
挙
の
P
R
を
行
っ
て
い
る
。
ブ
ー
ス
で
は
、
実
物

の
投
票
箱
や
投
票
記
載
台
を
使
用
し
た
選
挙
ク
イ

ズ
、
選
挙
パ
ネ
ル
展
や
C
E
P
T
の
活
動
紹
介
な
ど

を
行
い
、
参
加
者
に
は
選
挙
に
つ
い
て
掲
示
板
に
自

由
に
書
き
込
み
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

年
末
に
は
「
明
る
い
選
挙
推
進
県
民
の
つ
ど
い
」

に
参
加
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
福
井
県
が
有
権
者
の

一
層
の
政
治
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
選
挙
に
対
す
る

関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
C
E
P
T
も
発
足
か
ら
毎
年
参
加
し
て
い

る
。
内
容
は
、
啓
発
標
語
や
啓
発
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

表
彰
式
や
選
挙
に
関
す
る
講
演
が
主
な
も
の
だ
が
、

よ
り
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
C
E
P

T
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当
し
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
選
挙
ク
イ
ズ
を
行
っ
て
き
た
が
、
一
九

年
は
「
夫
婦
円
満
計
画
議
員
選
挙
」
と
銘
打
っ
た
模

擬
投
票
を
実
施
し
た
。
三
人
の
立
候
補
者
（「
名
前

ズ
や
投
票
率
の
向

上
の
願
い
を
込
め

た
短
冊
を
作
成
す

る
な
ど
の
活
動
を

行
っ
た
。
ま
た
、

成
人
式
や
町
内
会

が
主
催
す
る
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
等
に

も
積
極
的
に
参
加

し
、
街
頭
啓
発
を

実
施
し
た
。

二
〇
年
一
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
と
い
え

る
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
上
越
市
選
挙
フ
ェ
ス
タ
」
を
、

市
明
推
協
と
共
同
主
催
で
、
市
内
の
大
型
ス
ー
パ
ー

で
実
施
し
た
。「
知
ろ
う
、
学
ぼ
う
、
選
挙
の
こ
と
」

と
銘
打
っ
た
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
実
際
の
選
挙
で
使
う

投
票
箱
や
記
載
台
を
用
い
て
ク
イ
ズ
形
式
の
模
擬
投

票
を
実
施
。
選
挙
の
基
礎
知
識
を
記
し
た
パ
ネ
ル
や

ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
た
ほ
か
、
市
民
団
体
の
音
楽
や

ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

約
五
〇
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
新
調
し
た
法
被
を
着
て

館
内
を
ま
わ
り
、「
三
な
い
運
動
」
な
ど
の
選
挙
啓

発
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。

＊

結
成
か
ら
一
年
半
が
経
過
し
た
が
、
依
然
と
し
て

参
加
人
数
は
多
く
活
動
も
多
彩
で
若
者
ら
し
い
工
夫

が
見
ら
れ
る
点
、
ま
た
、
委
員
確
保
の
方
法
は
、
こ

れ
か
ら
若
年
層
組
織
の
設
立
を
検
討
し
て
い
る
団
体

に
対
し
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
た
点
が

評
価
さ
れ
た
。

学園祭での啓発活動

福
井
県
明
る
い
選
挙
推
進
青
年
活
動
隊
C
E
P
T

評
価
さ
れ
た
活
動
　
活
動
全
般
（
若
者
に
よ
る
若
者
へ
の
啓
発
）
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よ
ぶ
子
」「
き
ね

ん
日
和
」「
晩
し

ゃ
く
お
」）
を
C

E
P
T
の
メ
ン

バ
ー
が
務
め
、

候
補
者
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
を
発
表

し
、
創
作
コ
ン

ト
も
交
え
て
政

策
を
訴
え
た
。

最
後
に
参
加
者

に
投
票
を
し
て

も
ら
い
、
当
選
者
を
決
定
、「
き
ね
ん
日
和
」
さ
ん

の
当
選
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、「
三
な
い
運
動
」
推
進
の
一
環
と
し

て
、
忘
年
会
や
新
年
会
が
多
く
催
さ
れ
る
年
末
か
ら

年
始
に
か
け
て
放
送
さ
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト

C
M
に
メ
ン
バ
ー
が
出
演
。
自
分
た
ち
で
シ
ナ
リ
オ

を
考
え
、
福
井
弁
を
交
え
た
親
し
み
や
す
い
口
調
で
、

寄
附
禁
止
な
ど
を
訴
え
た
。
ま
た
、
県
選
管
が
毎
年

新
成
人
向
け
に
作
成
・
配
布
し
て
い
る
選
挙
啓
発
冊

子
の
表
紙
を
、
C
E
P
T
が
若
者
向
け
の
斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
で
企
画
立
案
し
、
今
年
の
成
人
式
で
配
布
さ

れ
た
。

＊

結
成
三
年
目
を
迎
え
た
が
、
大
学
祭
等
で
の
啓
発

や
メ
デ
ィ
ア
媒
体
と
の
連
携
に
よ
る
啓
発
等
、
少
人

数
な
が
ら
自
主
的
に
そ
し
て
主
体
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
総
じ
て
、
今
後
の
若
者
組
織
の
牽
引
役
に
な

り
う
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

ラジオスポットCM収録中のメンバー

守
山
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

評
価
さ
れ
た
活
動
　
手
作
り
人
形
に
よ
る
啓
発
活
動

滋
賀
県
守
山
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
昭

和
三
七
年
四
月
設
立
。
連
合
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
、
校
長
会
の
代
表
や
選

管
補
充
員
な
ど
計
十
二
名
の
委
員
で
活
動
し
て
い
る
。

「
め
い
す
い
く
ん
の
手
袋
人
形
」
の
誕
生

守
山
市
明
推
協
で
は
、
平
成
十
三
年
か
ら
「
め
い

す
い
く
ん
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
手
袋
人
形
を
考
案

し
、
こ
れ
を
活
用
し
た
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、（
財
）
明
推
協
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
「
め
い
す
い
く
ん
」
の
イ
ラ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

市
明
推
協
の
定
例
会
議
で
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
前
面
に
打
ち
出
し
、
常
時
啓
発
活
動
に
役
立
て
る

こ
と
を
決
定
。
具
体
策
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
①

「
め
い
す
い
く
ん
」
を
モ
デ
ル
に
し
た
守
山
市
独
自

の
人
形
を
制
作
す
る
こ
と
、
②
「
め
い
す
い
く
ん
」

入
り
の
明
る
い
選
挙
の
「
の
ぼ
り
旗
」
を
つ
く
る
こ

と
、
③
「
め
い
す
い
く
ん
」
の
た
て
看
板
を
制
作
す

る
こ
と
、
④
「
め
い
す
い
く
ん
」
を
選
管
・
明
推
協

関
係
の
印
刷
物
の
す
べ
て
に
刷
り
込
む
こ
と
等
を
決

定
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、「
め
い
す
い
く
ん
」
を

モ
デ
ル
に
し
た
人
形
制
作
で
は
、
だ
れ
も
が
気
軽
に

取
り
組
め
て
、
し
か
も
楽
し
み
な
が
ら
選
挙
の
大
切

さ
な
ど
の
認
識
が
高
ま
る
活
動
を
目
指
し
た
。

そ
こ
で
市
内
の
手
芸
愛
好
家
に
依
頼
し
、
見
本
と

し
て
黄
色
い
手
袋
を
使
っ
た
か
わ
い
ら
し
い
人
形
を

作
っ
て
も
ら
っ

た
。
委
員
一
同

大
い
に
気
に
入

り
、
こ
れ
が
こ

の
活
動
の
始
ま

り
と
な
っ
た
。

こ
の
手
袋
人
形

は
さ
っ
そ
く
市

庁
舎
や
公
民
館
な
ど
に
お
か
れ
、
こ
れ
が
話
題
と
な

り
地
元
の
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
め
い
す
い
く
ん
の
手
袋
人
形
」
の
普
及

そ
の
後
、
継
続
的
に
「
手
袋
人
形
」
講
習
会
を
、

自
治
会
、
公
民
館
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
開
き
、
そ
の

作
成
方
法
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
委
員
が
一
人
で

も
作
成
方
法
が
指
導
で
き
る
よ
う
、
委
員
向
け
の
講

習
会
も
開
い
た
。

平
成
一
六
年
に
は
、
市
内
に
あ
る
県
立
女
子
高
校

の
生
徒
五
〇
人
が
「
手
袋
人
形
」
の
手
づ
く
り
に
挑

戦
。
全
員
が
完
成
し
て
家
に
持
ち
帰
っ
た
。

全
国
で
も
こ
れ
に
な
ら
っ
た
活
動
が
見
ら
れ
は
じ

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
山
形
県
置
賜
地
方
事
務
局
で

は
、
平
成
一
七
年
に
行
わ
れ
た
知
事
選
挙
に
際
し
て
、

県
内
の
洋
裁
・
和
裁
専
門
学
校
の
生
徒
に
「
手
袋
人

形
」
の
作
成
を
依
頼
し
、
出
来
上
が
っ
た
手
袋
人
形

を
幼
稚
園
、
保
育
園
の
園
児
に
配
布
し
た
。
ま
た
、

さ
い
た
ま
市
緑
区
で
は
区
民
ま
つ
り
会
場
の
一
角
に

めいすいくんの手袋人形

特集② 明るい選挙推進優良活動表彰
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模
擬
選
挙
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立

平
成
一
四
年
、
N
P
O
法
人
ラ
イ
ツ
が
、
同
年
二

月
の
東
京
都
町
田
市
長
選
挙
を
皮
切
り
に
、
実
際
の

選
挙
が
行
わ
れ
る
際
に
、
未
来
の
有
権
者
た
ち
が
そ

れ
を
題
材
と
し
た
模
擬
投
票
を
学
校
で
行
う
事
業
を

開
始
し
た
。「
模
擬
選
挙
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

N
P
O
法
人
ラ
イ
ツ
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
の
「
模

擬
選
挙
事
業
」
を
中
立
公
正
に
行
う
た
め
、
平
成
一

八
年
十
二
月
、
ラ
イ
ツ
か
ら
完
全
独
立
し
て
発
足
し

た
。
大
学
生
、
会
社
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
等
で
構
成
さ

れ
、
メ
ン
バ
ー
は
現
在
八
一
人
。

「
未
成
年
〝
模
擬
〞
選
挙
」
の
取
り
組
み

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
学
校
が
模
擬
選
挙
を
実
施

す
る
際
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
し
た
り
相
談
に
応
じ
る

な
ど
、
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

手
引
書
と
な
る
各
地
の
模
擬
選
挙
の
取
り
組
み
を
ま

と
め
た
『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
各
政
党
か
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
選
挙
ポ

ス
タ
ー
の
提
供
を
一
括
し
て
受
け
て
実
施
校
に
配
布

し
て
い
る
。
実
施
に
際
し
て
は
特
に
、
実
際
の
選
挙

を
題
材
と
す
る
た
め
、
投
票
結
果
の
公
表
は
実
際
の

選
挙
後
に
行
う
こ
と
、
特
定
の
政
党
・
政
治
家
を
非

難
し
た
り
推
薦
し
た
り
す
る
こ
と
は
一
切
し
な
い
こ

と
、
ポ
ス
タ
ー
や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
学
校
内
だ
け
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
、
と
り
わ
け
「
中
立
・

公
平
・
公
正
の
確
保
」
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
選
挙

管
理
委
員
会
と
の
協
力
も
推
奨
し
て
お
り
、
投
票
箱

等
の
貸
出
し
を
受
け
て
い
る
学
校
も
増
え
て
い
る
。

ラ
イ
ツ
の
時
代
か
ら
こ
れ
ま
で
に
地
方
選
挙
・
国

政
選
挙
な
ど
二
〇
近
く
の
選
挙
で
取
り
組
ん
で
き

た
。
実
施
校
は
徐
々
に
拡
が
り
、
平
成
一
九
年
の
参

議
院
選
挙
で
は
、
全
国
で
四
〇
校
が
模
擬
選
挙
を
実

施
し
た
。

実
施
さ
れ
た
学
校
の
教
職
員
等
か
ら
は
、
以
下
の

よ
う
な
高
い
評
価
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

①
政
治
へ
の
興
味
を
深
め
る
き
っ
か
け
…
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
や
政
策
を
調

べ
る
う
ち
に
、
国

や
地
域
の
政
治
に

つ
い
て
考
え
る
き

っ
か
け
と
な
り
、

現
実
政
治
の
理
解

を
深
め
る
生
き
た

教
材
と
な
る
。

②
投
票
で
民
主
主
義

や
政
治
を
体
感
…
国
民
と
し
て
の
役
割
を
実
感

し
、
よ
り
よ
き
国
民
、
参
加
す
る
市
民
と
し
て
の

意
識
が
高
ま
る
。

③
意
思
決
定
を
学
ん
で
、
政
治
へ
の
関
心
が
深
ま
る

…
自
分
は
何
を
大
切
に
し
、
ど
う
政
治
を
変
え
た

い
の
か
、
子
ど
も
自
身
の
身
近
な
視
点
や
問
題
点

を
明
確
化
し
、
ど
う
意
思
決
定
す
る
の
か
を
学
び
、

政
党
や
政
治
家
の
実
態
が
見
え
て
関
心
が
持
て
る

よ
う
に
な
る
。

④
将
来
的
な
投
票
率
増
加
と
家
族
・
地
域
へ
の
増
加

効
果
…
模
擬
選
挙
で
現
実
の
選
挙
の
重
要
性
を
知

れ
ば
、
若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
役
立
ち
、
家
庭

や
地
域
で
若
者
が
選
挙
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と

で
、
家
庭
や
地
域
で
も
投
票
率
を
上
げ
る
効
果
が

期
待
で
き
る
。

＊

実
際
の
選
挙
を
素
材
と
し
た
模
擬
投
票
は
、
選
管

や
明
推
協
に
お
い
て
は
取
り
組
み
に
く
い
現
状
に
あ

る
が
、
民
間
の
自
主
的
な
活
動
と
し
て
こ
れ
に
果
敢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、「
中
立
・
公
平
・
公
正
」
を
確

保
し
つ
つ
、
裾
野
を
拡
げ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

ウェブサイトからダウンロードできる『ハンド
ブック』

専
用
テ
ン
ト
を
設
け
、
来
場
者
と
と
も
に
「
手
袋
人

形
」
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
は
本
年
度
の
優
良
活
動

表
彰
団
体
で
も
あ
る
港
区
明
推
協
の
平
成
一
六
・
一

七
年
度
の
モ
デ
ル
地
区
事
業
（
高
輪
地
区
）
で
も
、

手
袋
人
形
を
作
成
し
区
内
の
投
票
所
に
配
布
す
る
な

ど
、
じ
わ
じ
わ
と
全
国
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

＊

守
山
市
明
推
協
の
よ
う
に
、
手
袋
人
形
の
め
い
す

い
く
ん
を
全
面
に
押
し
出
し
た
啓
発
活
動
は
他
に
類

を
見
な
い
。
し
か
も
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
、
波
及

し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

模
擬
選
挙
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

評
価
さ
れ
た
活
動
　
学
校
に
お
け
る
模
擬
投
票
の
推
進
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政
府
機
構
と
が
並
存
す
る
二
重
的
構
造
と
な
っ
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

大
統
領
は
ロ
シ
ア
の
国
家
元
首
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
任
期
は
四
年
、
二
期
ま
で
再
選
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
た
め
、
プ
ー
チ
ン
氏
（
二
〇
〇
〇
年
か

ら
連
続
二
期
を
務
め
る
）
は
、
こ
の
大
統
領
選
挙
に

は
出
馬
し
な
か
っ
た
が
、
新
内
閣
の
首
相
に
就
任
す

る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

連
邦
議
会
　
　
国
家
会
議
（
下
院
）
と
連
邦
議
会

（
上
院
）
の
二
院
制
を
と
っ
て
い
る
（
ソ
ビ
エ
ト
時

代
は
一
院
制
）。
議
会
は
、
年
二
回
の
会
期
制
を
採

っ
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
は
ほ
ぼ
通
年
に
わ
た
っ
て

お
り
、
ソ
ビ
エ
ト
時
代
の
会
期
が
数
日
で
終
わ
っ
て

い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
立
法
機
関
と
し
て
の
位
置

づ
け
や
機
能
は
、
格
段
の
変
化
を
遂
げ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

下
院
は
任
期
四
年
で
、
憲
法
制
定
以
来
定
数
四
五

〇
議
席
を
小
選
挙
区
、
比
例
代
表
に
よ
り
半
数
ず
つ

選
出
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
新
選
挙
法
が
制

定
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
選
挙
か

ら
、
全
国
一
区
の
完
全
比
例
代
表
制
へ
移
行
し
た
。

さ
ら
に
、
議
席
配
分
の
必
要
要
件
を
定
め
る
「
阻
止

条
項
」
が
こ
れ
ま
で
の
五
％
か
ら
七
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
候
補
者
リ
ス
ト
を
出
せ
る
の
は
全
国
的
基
盤

を
持
つ
政
党
に
限
ら
れ
る
な
ど
の
条
件
が
付
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
現
在
下
院
に
議
席
を
有
す
る
政
党

は
四
党
の
み
で
、
そ
の
議
席
数
は
表
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
権
限
と
し
て
は
、
法
案
の
提
案
・
審
議
・
議

決
、
予
算
の
審
議
、
首
相
の
任
命
へ
の
同
意
、
政
府

の
信
任
・
不
信
任
、
大
統
領
弾
劾
決
議
な
ど
が
あ
る
。

上
院
は
、
憲
法
制
定
当
初
は
直
接
選
挙
に
よ
っ
て

い
た
が
、
一
九
九
五
年
以
降
は
選
挙
に
よ
ら
ず
、
連

邦
構
成
主
体
（
共
和
国
、
州
お
よ
び
地
方
）
の
行
政

府
お
よ
び
立
法
機
関
の
代
表
各
一
名
か
ら
構
成
さ
れ

て
お
り
、
任
期
は
な
い
。
権
限
と
し
て
は
、
法
案
の

提
案
・
審
議
・
議
決
、
予
算
の
審
議
、
連
邦
構
成
主
体

間
の
境
界
変
更
、
戒
厳
令
や
非
常
事
態
宣
言
の
承
認

お
よ
び
国
外
で
の
軍
事
行
動
の
承
認
な
ど
で
あ
る
。

予
算
や
法
案
等
に
つ
い
て
、
下
院
と
上
院
が
違
っ

た
議
決
を
し
た
場
合
は
、
両
院
協
議
会
に
お
い
て
協

議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
で
も
調
整
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

下
院
の
三
分
の
二
以
上
の
再
議
決
に
よ
り
、
決
定
さ

れ
る
。

こ
れ
ら
の
連
邦
議
会
の
権
限
は
、
執
行
権
に
対
す

る
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
も
い
え
る
が
、
大
統
領

（
府
）
の
権
限
が
あ
ま
り
に
巨
大
な
た
め
、
実
際
に

機
能
し
て
い
る
か
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る
。

ロロ
シシ
アア
のの
選選
挙挙
制制
度度

ロ
シ
ア
連
邦
の
国
政
選
挙
に
、
国
際
的
な
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
に
行
わ
れ
た
ロ
シ

ア
下
院
選
挙
は
新
た
に
完
全
比
例
代
表
制
の
も
と
で

行
わ
れ
、
今
年
三
月
に
行
わ
れ
た
大
統
領
選
挙
で
は
、

プ
ー
チ
ン
現
大
統
領
が
後
継
指
名
し
た
ド
ミ
ト
リ

ー
・
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
第
一
副
首
相
が
圧
勝
し
、
新

大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
。
今
回
は
ソ
ビ
エ
ト
時
代
か

ら
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
ロ
シ
ア
連
邦
の
選
挙
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

＊

一
九
九
一
年
十
二
月
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
は
解
体
。

こ
の
ソ
連
を
引
き
継
い
だ
と
も
い
え
る
ロ
シ
ア
連
邦

は
、
一
九
九
三
年
に
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
を
制
定
す
る
。

こ
の
憲
法
は
、
ソ
ビ
エ
ト
時
代
の
権
力
集
中
主
義
を

排
し
て
、
権
力
分
立
の
原
理
を
採
用
し
、
連
邦
大
統

領
、
連
邦
議
会
、
連
邦
政
府
お
よ
び
連
邦
の
裁
判
所

が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
、
と

定
め
て
い
る
。

大
統
領
　
　
ロ
シ
ア
の
大
統
領
は
国
民
の
直
接
選
挙

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
そ
の
権
限
は
首
相
や

内
閣
・
政
府
要
職
の
指
名
・
任
命
権
、
議
会

の
解
散
権
な
ど
に
及
び
、
ま
た
強
力
な
組
織

と
陣
容
を
抱
え
る
独
立
し
た
大
統
領
府
を
擁

し
て
い
る
た
め
、
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

と
も
呼
ば
れ
る
程
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ロ
シ

ア
に
お
け
る
執
行
権
は
、
大
統
領
（
府
）
と

ロロ
シシ
アア
のの
選選
挙挙
制制
度度

モスクワ

党
名 

議
席
数 

＊プーチン氏率いる与党。
定数の3分の2以上 

統
一
ロ
シ
ア 

　
三
一
五 

ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党 

　
五
七 

ロ
シ
ア
自
由
民
主
党 

　
四
〇 

公
正
ロ
シ
ア  

　
三
八 

＊ 
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イ
ギ
リ
ス
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
に
関
す
る
連
載
を
終
え
る
に
あ
た
っ

て
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
の
あ
り
様
と
そ
の
課
題
を
あ
ら
た

め
て
概
観
し
、
そ
の
上
で
、
日
本
に
ど

の
よ
う
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
か
を

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
で
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
啓
蒙
普
及
活
動
を

行
っ
て
い
る
市
民
性
財
団
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
の
テ
ッ
ド
・
ハ
ド
ル
ス
ト
ン
氏
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
を
紹
介
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

市
民
性
財
団

テ
ッ
ド
･
ハ
ド
ル
ス
ト
ン
氏
大
い
に
語
る

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
で
、
私
た

ち
が
ま
ず
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の

は
、
若
者
に
自
分
た
ち
が
市
民
で
あ
る

と
い
う
感
情
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

持
た
せ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
す
べ
て

の
土
台
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
、
私
た

ち
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
上
で
、
若
者
た
ち
が
市
民
と
し

て
の
責
務
を
果
た
す
た
め
の
準
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
四
つ
の
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
若
者
達
が
（
市
民
と
し
て

の
行
動
を
す
る
）
能
力
を
獲
得
す
る
に

は
、
良
い
情
報
を
得
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
、
政
治
、
法
律
、
経
済
に
関
す
る

知
識
で
す
が
、
私
達
の
役
割
は
、
そ
う

し
た
良
い
情
報
に
若
者
の
関
心
を
向
け

さ
せ
る
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、
単
に
事
実
と
し
て
の
情

報
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を

概
念
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、「
民
主
主
義
と
は
」「
直
接
民
主

主
義
と
は
」
「
間
接
民
主
主
義
と
は
」

「
国
民
投
票
と
は
」
と
い
う
こ
と
を
知

識
と
し
て
知
る
だ
け
で
な
く
、
概
念
と

し
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

三
つ
目
は
、
実
際
上
必
要
と
な
っ
て

く
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
能
力
・
資
質
）

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
思
考
の
ス

キ
ル
、
討
議
す
る
ス
キ
ル
、
デ
ィ
ベ
ー

ト
の
ス
キ
ル
、
交
渉
の
ス
キ
ル
、
調
査

分
析
の
ス
キ
ル
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ス
キ
ル
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
市
民
と
し
て

の
生
活
に
お
い
て
必
要
な
も
の
で
す
。

四
つ
目
は
、（
市
民
と
し
て
の
）
特

定
の
価
値
や
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
民
主
主
義
社
会
に
お
け

る
徳
目
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
遵
奉
、
寛
容
、
交
渉
に
よ
る
解

決
、
暴
力
的
で
な
く
平
和
的
解
決
な
ど

を
大
切
に
す
る
価
値
観
や
態
度
を
身
に

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
に
お

い
て
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
が
必
修
化
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
際
、
い
く
つ
か
の
（
困
難
な
）

挑
戦
が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

の
導
入
以
前
に
は
、
公
民
科
や
法
学
習
、

政
治
学
習
と
い
っ
た
も
の
を
教
科
と
し

て
実
施
し
て
い
た
伝
統
が
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。
義
務
教
育
の
中
で
、
そ
う
い

う
教
育
の
経
験
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

と
こ
ろ
に
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が

導
入
さ
れ
た
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、

人
々
の
間
に
そ
も
そ
も
市
民
と
い
う
意

識
が
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
一
九
九
〇

年
代
で
さ
え
、
市
民
よ
り
も
（
女
王
の
）

臣
民
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
市
民
と
い
う
と
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
を
想
起
し
ま
す
。
つ
ま
り
市

民
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
文
化
が
な
か

っ
た
の
で
す
。

三
つ
目
は
、
中
等
学
校
で
の
授
業
時

間
割
に
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

そ
こ
に
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
入

っ
て
き
て
、
授
業
時
間
の
中
の
ど
こ
で

●プロフィール　あらいあさひろ
昭和35年生まれ。横浜国立大学教育学部卒、カリフォルニア大学教育学
大学院修士課程卒。現在は西武文理大学サービス経営学部教授。専門は比
較教育学、人格・情意教育論。

イイギギリリススののシシテティィズズンンシシッッププ教教育育

西武文理大学教授

新井浅浩

市民としての自覚と能力の向上が
選挙・投票の啓蒙につながる

最終回
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や
っ
て
も
い
い
と
い
わ
れ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
事
態
を
難
し
く

し
ま
し
た
。
加
え
て
、
当
初
は
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
の
専
門
家
と
い
う
も
の
が

育
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
（
筆
者

注：

今
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

そ
の
た
め
、
他
の
教
科
を
教
え
る
と
き

に
は
挑
戦
的
な
取
り
組
み
を
す
る
教
師

た
ち
も
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
に
関
し

て
は
そ
う
で
は
な
く
、
知
識
の
注
入
に

か
た
よ
っ
た
退
屈
な
授
業
に
な
っ
て
し

ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

を
推
進
す
る
上
で
、
私
が
も
っ
と
も
困

難
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と

を
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

政
治
的
リ
テ
ラ
シ
ー
（
能
力
）
に
関
し

て
な
の
で
す
が
、
若
者
の
政
治
的
判
断

力
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
は
実
は
か
な
り

難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
い
う
の

は
、
実
際
の
政
治
と
い
う
も
の
は
極
め

て
複
雑
で
あ
り
、
そ
し
て
厄
介
で
も
あ

る
、
人
間
的
な
活
動
な
の
で
す
ね
。
例

え
ば
、
政
治
家
は
本
当
の
こ
と
を
言
い

ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
に
情
報
を
意
図

的
に
リ
ー
ク
し
て
世
論
を
操
作
し
た
り

も
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
現
実
の
生
活
に
お
け

る
政
治
を
ど
う
理
解
さ
せ
る
の
か
が
重

要
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
は
教
科
書
か

ら
の
情
報
だ
け
で
育
つ
も
の
で
は
な
い

の
で
す
。（
二
〇
〇
七
年
三
月
筆
者
に

よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー：

於
ロ
ン
ド
ン
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

日
本
に
お
け
る

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
今
後

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

さ
て
日
本
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
教
育
の
今
後
を
、
前
記
の
ハ
ド
ル

ス
ト
ン
氏
の
説
明
に
即
し
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
日
本
に
お
い
て
も
、
公
民

科
と
い
う
教
科
の
伝
統
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
公
民
科
は
、
ハ

ド
ル
ス
ト
ン
氏
の
い
う
情
報
提
供
の
部

分
が
大
き
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
こ
れ

は
こ
れ
で
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
、
ハ
ド
ル
ス
ト
ン
氏
の
い
う

情
報
の
概
念
的
理
解
に
到
達
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
な
わ
ち
「
民
主
的
と
は
」「
他
者

へ
の
寛
容
と
は
」、
な
ど
と
い
っ
た
こ

と
に
関
し
て
、
知
識
を
得
る
以
上
の
も

の
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
知

識
の
注
入
中
心
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険

性
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
問
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
に
お
い
て
も

今
後
重
要
な
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

情
報
の
概
念
的
理
解
と
は
、「
民
主

主
義
と
は
」「
平
等
と
は
」「
自
由
と
は
」

と
い
っ
た
問
い
に
対
し
て
、
そ
れ
を
実

感
と
し
て
捉
え
理
解
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
理
解
で
は
な

か
な
か
得
ら
れ
な
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の

連
載
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
実
感
を
伴
っ

て
理
解
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
の
で
す
。
そ
う
な
る
と
授
業
の
あ
り

方
は
、
大
き
く
変
わ
っ
て
こ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
学
校
の
あ
り

方
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
、
ハ
ド
ル
ス
ト
ン
氏
が

そ
の
次
に
指
摘
し
て
い
る
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
に
必
要
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
や

ス
キ
ル
の
育
成
と
い
う
問
題
と
も
つ
な

が
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
討
議
す
る
力
、

説
得
す
る
力
な
ど
を
つ
け
な
い
と
、
知

識
だ
け
を
身
に
つ
け
て
も
実
際
の
役
に

立
た
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
授

業
の
方
法
は
、
一
方
的
に
講
義
を
す
る

も
の
か
ら
、
そ
う
い
う
力
を
身
に
つ
け

る
よ
う
な
も
の
に
脱
皮
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

次
に
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
で

は
、
民
主
主
義
の
社
会
に
望
ま
し
い
と

さ
れ
る
価
値
や
態
度
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
何
事
に
も
相
対
主
義
的
な

態
度
を
と
り
が
ち
な
現
代
社
会
に
あ
っ

て
、
こ
の
こ
と
の
自
覚
は
重
要
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

選
挙
・
投
票
を
啓
蒙
す
る
教
育
と
は

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

最
後
に
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

が
、
選
挙
や
投
票
行
動
に
ど
の
よ
う
に

貢
献
で
き
る
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
連
載
で
も
紹
介
し
て

き
た
よ
う
に
、
重
要
な
こ
と
は
、
選
挙

制
度
の
理
解
や
投
票
行
動
の
促
進
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
と
し
て
の
自
覚
を
は

じ
め
と
し
て
、
話
し
合
い
・
代
表
の
あ

り
方
・
社
会
の
た
め
の
貢
献
な
ど
を
総

合
的
に
扱
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
特
定

の
教
科
の
み
で
教
育
す
る
の
で
は
な

く
、
学
校
の
活
動
全
体
の
中
で
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
、
結
果
的
に
最
短
の
道

と
な
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

テッド・ハドルストン氏
（ロンドンの市民性財団本部にて）



人
脈
を
広
げ
ま
し
た
。
そ
こ

で
定
員
オ
ー
バ
ー
し
た
講
座

と
そ
の
要
因
を
聞
き
、
ま
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
全
国
の

他
施
設
で
行
っ
て
い
る
講
座

を
探
り
、
さ
ら
に
関
東
圏
内

の
他
施
設
の
講
座
に
受
講
生

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
研
修
の
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
に
入
っ
て
、
全
国
の

方
か
ら
私
が
企
画
し
た
講
座

に
対
し
て
意
見
を
も
ら
っ
た

り
も
し
ま
し
た
。
そ
う
や
っ
て
、「
こ
れ
は
大
田
区

で
行
っ
て
も
通
用
す
る
」
と
い
う
部
分
は
、
大
田
区

版
に
改
定
し
て
真
似
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
講
座

を
企
画
す
る
に
は
、「
情
報
」
と
「
人
脈
」
が
な
に

よ
り
大
切
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
失
敗
事
例
に
つ
い
て
は
、
自
分
た
ち
「
エ
セ

ナ
お
お
た
」
の
失
敗
講
座
を
徹
底
的
に
分
析
し
ま
し

た
。
失
敗
し
た
講
座
は
そ
の
原
因
が
必
ず
あ
る
も
の

で
す
。
企
画
そ
の
も
の
が
悪
か
っ
た
、
タ
イ
ト
ル
が

悪
か
っ
た
、
日
程
が
悪
か
っ
た
と
い
う
の
が
主
な
原

因
で
す
。
さ
ら
に
は
、
す
べ
て
の
講
座
で
参
加
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
し
て
も
ら
っ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
分
析
が
不
足
し
て
い
た
の
で
す
。

具
体
例
で
い
え
ば
、
定
員
の
半
分
以
下
し
か
応
募

が
な
か
っ
た
講
座
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、「
今
日
の
講

座
の
時
間
帯
は
い
か
が
で
し
た
か
」
と
い
う
設
問
が

あ
り
ま
し
た
。
当
た
り
前
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
「
良
い
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
人
た

ち
は
そ
の
時
間
帯
に
来
ら
れ
る
か
ら
そ
の
場
に
い
る

20

今
で
こ
そ
「
行
列
の
で
き
る
講
座
」
の
企
画
者
と

し
て
全
国
の
自
治
体
か
ら
講
師
の
依
頼
が
相
次
い
で

い
る
も
の
の
、
企
画
を
始
め
た
初
年
度
は
、
こ
と
ご

と
く
「
定
員
割
れ
」
と
い
う
悲
惨
な
状
態
で
し
た
。

定
員
割
れ
と
は
い
え
、
講
師
の
話
は
す
ば
ら
し
く
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
参
加
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
う

も
の
ば
か
り
で
し
た
。
参
加
者
が
少
な
い
講
座
を
企

画
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、「
ま
た
税
金
の
無
駄
遣
い
を

し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
思
い
が
募
り
ま
す
。

な
ん
と
か
そ
の
状
況
を
変
え
た
い
と
考
え
、
私
が

行
っ
た
こ
と
は
、
①
「
エ
セ
ナ
お
お
た
」
以
外
の
他

施
設
で
成
功
し
た
事
例
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
、
②

「
エ
セ
ナ
お
お
た
」
で
行
っ
た
定
員
割
れ
講
座
の
分

析
で
し
た
。

成
功
事
例
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

失
敗
事
例
の
分
析

と
に
か
く
一
人
で
も
参
加
者
を
増
や
し
た
い
と
考

え
、
い
ろ
い
ろ
な
研
修
に
参
加
し
て
情
報
を
収
集
し
、

行
列
の
で
き
る

講
座
の
つ
く
り
方

N
P
O
法
人
男
女
共
同
参
画
お
お
た
理
事
　

牟
田
静
香

〈最終回〉

最
後
は

担
当
者
の
熱
意
と
努
力
！

の
で
す
。
時
間
帯
の
良
し
悪
し
を
聞
か
れ
れ
ば
「
良

い
」
と
答
え
る
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
だ
け
で
分
析
す
る
と
「
次
回
も
こ
の
時
間
帯
で

良
い
」
と
い
う
総
括
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
多
数
の
大
田
区
民
が
そ
の
時
間
帯
に

参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
定
員
割
れ
講

座
の
参
加
者
に
時
間
帯
の
良
し
悪
し
を
尋
ね
る
の
は

愚
問
で
あ
り
、
次
回
の
課
題
と
し
て
時
間
帯
の
変
更

を
検
討
す
る
こ
と
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
過
去
の
失
敗
事
例
は
宝
の
山
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
定
員
割
れ
し
た
講
座
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
、
成
功
す
る
た
め
の
材
料
が
そ
こ
に
詰
ま
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
定
員
割
れ
に
は
定
員
割
れ
の
原
因
が

必
ず
あ
り
、
そ
の
原
因
を
探
し
て
、
次
の
講
座
で
同

じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
よ
い
だ
け
な
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
失
敗
事
例
を
「
参
加
者
が
少

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
充
実
し
た
話
し
合
い
が
で
き

た
」
な
ど
と
考
え
ず
に
、「
失
敗
だ
っ
た
」
と
素
直

に
認
め
る
勇
気
を
も
っ
た
ほ
う
が
成
功
へ
の
近
道
だ

と
思
い
ま
す
。

組
織
で
企
画
し
、
組
織
で
総
括
を
す
る

「
エ
セ
ナ
お
お
た
」
の
場
合
、
担
当
者
が
作
成
し
た

企
画
書
を
月
二
回
行
わ
れ
る
企
画
会
議
に
か
け
、
事

業
担
当
者
全
員
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。「
せ
っ

か
く
担
当
者
が
作
っ
た
企
画
だ
か
ら
意
見
を
言
う
の

は
か
わ
い
そ
う
」「
先
輩
の
企
画
だ
か
ら
言
い
に
く

い
」
な
ど
と
考
え
ま
せ
ん
。
目
的
達
成
の
た
め
に
は

誰
に
対
し
て
も
意
見
と
改
善
案
を
言
え
な
け
れ
ば
企

画
会
議
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

共
通
認
識
で
す
。
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講
座
の
途
中
経
過
も
そ
の
会
議
で
適
宜
報
告
を
し

ま
す
。
講
座
後
は
組
織
で
総
括
を
行
い
ま
す
。
特
に

定
員
割
れ
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
誰
か
の
責
任
に

す
る
の
で
は
な
く
、
組
織
で
し
っ
か
り
反
省
と
課
題

の
抽
出
を
行
い
ま
す
。
単
な
る
評
論
家
や
批
評
家
に

な
る
の
で
は
な
く
、
強
烈
な
使
命
感
を
も
っ
た
組
織

の
一
員
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
住
民
に
講
座
に
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
、
講
座
の
目
的
を
達
成
さ
せ
た
い
、

と
い
う
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使
命
感
）」
と
「
パ
ッ
シ
ョ

ン（
情
熱
）」
の
も
と
、
よ
り
よ
い
事
業
を
実
施
す
る

た
め
に
、
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
私
た
ち
が
事
業
を
総
括
す
る
際
の
四
つ

の
視
点
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

①
応
募
人
数
　
　
定
員
に
達
し
た
か
ど
う
か
と
い
う

の
は
、
講
座
を
実
施
す
る
上
で
大
切
な
要
素
で
す
。

定
員
割
れ
し
た
場
合
は
、
な
ぜ
申
込
み
が
少
な
か
っ

た
の
か
を
し
っ
か
り
と
分
析
し
ま
す
。

②
出
席
率
　
　
い
く
ら
応
募
が
多
く
て
も
、
実
際
に

出
席
す
る
人
が
少
な
か
っ
た
、
連
続
講
座
で
だ
ん
だ

ん
出
席
者
が
減
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
何

の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
者
の
出
席
率
を
数
値

化
し
、
出
席
率
が
悪
か
っ
た
場
合
は
、
な
ぜ
落
ち
て

し
ま
っ
た
の
か
を
分
析
し
ま
す
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率
　
　
参
加
者
の
講
座
満
足
度

が
高
い
と
、
そ
れ
に
比
例
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率

も
上
が
り
ま
す
。
満
足
度
が
高
い
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に

記
入
す
る
文
字
数
も
多
く
な
り
ま
す
。
講
座
が
期
待

ど
お
り
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
参
加
者
は
感
想
を
書

か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。
た
だ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
回
収
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
「
し
か
け
」
が
必
要

で
す
。
そ
れ
は
講
座
終
了
前
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記

入
す
る
時
間
を
設
け
る
こ
と
で
す
。
講
座
終
了
後
に

ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
を
促
し
て
も
、
参
加
者
は
幼
稚

園
・
保
育
園
に
子
ど
も
を
迎
え
に
い
っ
た
り
と
、
次

の
予
定
の
た
め
そ
そ
く
さ
と
帰
っ
て
し
ま
い
、
ゆ
っ

く
り
と
書
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
講
師

に
事
前
に
依
頼
し
て
五
分
前
に
講
座
を
終
え
て
も
ら

い
、そ
の
時
間
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。

④
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
身
　

「
講
座
の
満
足
度
は

何
％
な
の
か
、
そ
の
理
由
は
」。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

選
択
式
で
は
な
く
記
述
式
で
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
し
て
満
足
度
の
平
均
値
を
出
し
て
、
し
っ
か
り
と

そ
の
理
由
の
分
析
を
し
ま
す
。

こ
の
四
つ
の
視
点
は
す
べ
て
数
値
化
で
き
る
も
の

な
の
で
、
目
標
設
定
も
可
能
で
す
し
、
こ
の
数
値
を

総
括
の
ポ
イ
ン
ト
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
担
当
者

自
身
の
反
省
材
料
や
次
へ
の
課
題
を
抽
出
す
る
材
料

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

成
功
に
導
く
「
女
神
の
サ
イ
ク
ル
」

こ
こ
で
連
載
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
「
企
画
あ
り
き
」
で
講
座
目
的
を
明
確
化

し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
徹
底
的
に
絞
っ
た
住
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
企
画
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
心
に
響
く
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
ま
す
。
次
に
参
加
し

た
い
と
思
わ
せ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
広
報
宣
伝
活

動
）
を
行
い
ま
す
。
そ
の
時
に
威
力
を
発
揮
す
る
の

が
チ
ラ
シ
で
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
チ
ラ
シ

の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
行
き
そ
う
な

場
所
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
チ
ラ
シ
を
ま
き
ま
す
。
申
込

み
締
切
日
ま
で
に
定
員
割
れ
し
て
い
た
場
合
は
、
タ

イ
ト
ル
や
チ
ラ
シ
の
色
を
変
え
て
再
度
広
報
し
な
お

す
こ
と
も
い
と
い
ま
せ
ん
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

に
、
講
座
開
始
日
前
日
ま
で
広
報
を
し
ま
す
。
講
座

実
施
の
前
後
に
は
、
講
座
の
目
的
を
達
成
し
つ
つ
参

加
者
の
満
足
を
得
る
た
め
に
、
講
師
と
密
な
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す
。
講
座
終
了
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
っ

か
り
分
析
し
、
組
織
で
反
省
し
て
課
題
を
抽
出
。
総

括
し
た
内
容
は
、
必
ず
次
年
度
の
企
画
に
活
か
し
ま

す
。こ

の
一
連
の
流
れ
を
、
私
は
「
女
神
の
サ
イ
ク
ル
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
失
敗
を
繰
り
返
し
て
い
た
頃
は
、

こ
の
サ
イ
ク
ル
の
ど
こ
か
が
分
断
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
、「
サ
イ
ク
ル
」
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
基
本
に
し
た
上

で
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
が
、

「
担
当
者
の
熱
意
の
努
力
」
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
一
言
。「
ど
う
せ
大
田
区
の
事
例
だ
か
ら
」

「
大
都
市
で
は
な
い
か
ら
」
と
い
っ
て
、「
地
域
性
」

を
言
い
訳
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
地
域
性
は
「
活
か

す
」
も
の
で
あ
っ
て
、
言
い
訳
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
エ
セ
ナ
お
お
た
」
の
成
功
事
例
を
も
と

に
、
地
域
性
を
活
か
し
た
企
画
で
、
ぜ
ひ
「
行
列
の

で
き
る
講
座
」
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

む
た
し
ず
か

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

東
京
都
大
田
区
の
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
「
エ
セ
ナ
お
お

た
」
の
活
動
を
通
し
、
不
振
だ
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
の
主
催
講

座
に
定
員
オ
ー
バ
ー
続
出
の
ヒ
ッ
ト
講
座
を
連
発
す
る
よ
う

に
な
る
。
著
書
に
『
人
が
集
ま
る
！
行
列
が
で
き
る
！
講
座
、

イ
ベ
ン
ト
の
作
り
方
』（
講
談
社
＋
α
新
書
）。
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幼稚園や保育所において小学校就学前

の子どもの教育や保育を総合的に提供

する「認定こども園」制度がスタート

して、一年あまりが過ぎました。この

間、制度の利用が進んでいる地域があ

る一方で、なかなか利用が進んでいな

い地域もあります。

施策紹介

幼保一元化

主
体
の
制
限
撤
廃
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
と
保
育
士
資

格
の
併
有
促
進
等
の
措
置
が
次
々
に
採
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
構
造
改
革
特
区
に
お
い
て
も
、
幼
保
連
携
・
一
体

化
推
進
関
連
で
、
幼
稚
園
児
と
保
育
所
児
の
合
同
活

動
や
保
育
室
の
共
用
化
、
基
準
面
積
の
弾
力
化
等
の

制
度
上
の
特
例
が
数
多
く
認
定
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ら

特
例
措
置
の
一
部
は
全
国
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
社
会
構
造
等
の
変
化
を
背
景
と

し
て
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
・
保
育
ニ

ー
ズ
は
多
様
化
し
、
①
親
の
就
労
の
有
無
で
利
用
で

き
る
施
設
が
限
定
さ
れ
る
、②
特
に
地
方
に
お
い
て
、

幼
稚
園
・
保
育
所
別
々
で
は
子
ど
も
の
育
ち
に
と
っ

て
大
切
な
（
集
団
活
動
の
経
験
の
た
め
の
）
集
団
が

小
規
模
化
し
、
施
設
の
運
営
も
非
効
率
な
状
況
に
あ

る
、
③
都
市
部
を
中
心
に
二
万
三
千
人
（
平
成
一
七

年
四
月
一
日
現
在
）
も
の
保
育
所
待
機
児
童
が
い
る

一
方
で
、
幼
稚
園
利
用
児
童
は
減
少
し
、
既
存
施
設

の
有
効
活
用
に
よ
る
待
機
児
童
解
消
が
求
め
ら
れ
て

い
る
、
④
育
児
不
安
の
大
き
い
専
業
主
婦
家
庭
へ
の

支
援
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
、
必
ず
し
も
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
状
況
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
対
す

る
教
育
と
保
育
を
一
体
と
し
て
捉
え
た
一
貫
的
な
総

合
施
設
の
設
置
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

平
成
一
八
年
一
〇
月
「
認
定
こ
ど
も
園
」
制
度
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
認
定
こ
ど
も
園
」
制
度
の
概
要

幼
稚
園
、
保
育
所
等
の
う
ち
、
①
就
学
前
の
子
ど

も
に
幼
児
教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
機
能
お
よ
び
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
行
う
機
能
を
備
え
、
か

つ
、
②
一
定
の
基
準
を
満
た
す
施
設
は
、
都
道
府
県

知
事
等
か
ら
「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
し
て
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（1）
認
定
こ
ど
も
園
の
類
型

認
定
こ
ど
も
園
に
は
、
図
の
よ
う
に
、
①
幼
保
連

携
型
、
②
幼
稚
園
型
、
③
保
育
所
型
、
④
地
方
裁
量

型
の
四
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
認
定
こ
ど
も
園
の
認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
、
こ
れ
ら
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
タ
イ
プ
を
選

択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（2）
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
基
準

職
員
配
置
等
の
具
体
的
な
認
定
基
準
は
、
文
部
科

学
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
国
の
指
針
を
参

酌
し
て
、
各
都
道
府
県
が
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
国
の
指
針
に
お
い
て
は
、
職
員
配
置
、

職
員
資
格
、
教
育
・
保
育
の
内
容
、
子
育
て
支
援
な

ど
に
つ
い
て
、
認
定
こ
ど
も
園
に
求
め
ら
れ
る
事
項

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
指
針
は
、
文
部
科
学
大

臣
・
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
こ
と
か
ら
、
教
育
・

保
育
の
両
方
の
質
の
確
保
を
図
る
観
点
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

（3）
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
手
続

認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
を
受
け
た
施
設
は
、
認
可

保
育
所
で
あ
っ
て
も
、
利
用
者
と
施
設
と
の
直
接
契

約
に
よ
る
利
用
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
認
可
保
育

所
が
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
が
入
所
で
き
な
く
な
る
こ

幼
保
連
携
・
一
体
化
が
求
め
ら
れ
る
背
景

子
ど
も
の
教
育
を
担
う
幼
稚
園
と
、
保
育
に
欠
け

る
子
ど
も
の
保
育
を
担
う
保
育
所
は
、
そ
の
対
象
と

す
る
子
ど
も
の
範
囲
の
重
な
り
が
大
き
く
、
そ
の
教

育
や
保
育
の
内
容
に
も
共
通
す
る
事
項
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
元
化
す
べ
き
と
い
う
議
論
は
こ
れ
ま
で
も

度
々
採
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
少
子

化
の
進
行
や
就
労
形
態
の
多
様
化
、
地
方
分
権
・
規

制
緩
和
の
推
進
を
背
景
に
、
よ
り
具
体
的
な
問
題
と

し
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
八
年
十
二
月
の
地
方
分
権
推
進
委
員
会
第
一

次
勧
告
を
受
け
て
、
平
成
一
〇
年
に
は
幼
稚
園
・
保

育
所
の
施
設
共
用
化
指
針
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
後
も

両
施
設
の
連
携
促
進
や
規
制
緩
和
の
観
点
か
ら
、
幼

稚
園
に
お
け
る
預
か
り
保
育
の
実
施
、
保
育
所
設
置
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と
が
な
い
よ
う
、
十
分
な
配
慮
が
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
利
用
状
況
と
今
後
の
課
題

（1）
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
状
況

認
定
こ
ど
も
園
は
、
そ
の
制
度
発
足
当
初
は
、
全

国
で
千
件
程
度
の
認
定
件
数
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
認
定
こ
ど
も
園

の
認
定
件
数
は
、
平
成
一
九
年
八
月
一
日
現
在
で
一

〇
五
件
、
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
兵
庫
県
十
二
件
、

北
海
道
一
〇
件
と
比
較
的
利
用
の
多
い
県
が
あ
る
一

方
で
、
認
定
件
数
が
ゼ
ロ
の
県
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
一
九
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
申
請
見
込
件

数
は
二
〇
〇
二
件
、
認
定
済
み
件
数
と
合
わ
せ
る
と

二
〇
九
六
件
で
す
が
、
一
〇
〇
施
設
以
上
の
申
請
が

予
定
さ
れ
て
い
る
県
が
あ
る
一
方
で
、
申
請
予
定
も

な
い
県
が
あ
り
、
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
相
当
温
度

差
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

（2）
認
定
こ
ど
も
園
の
利
点

前
記
の
認
定
こ
ど
も
園
制
度
の
利
用
状
況
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
認
定
こ
ど
も
園
を
積
極
的
に
評
価

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
認
定
こ
ど
も
園
の
利
点
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
と
り
わ
け
都
市
部
で
は
、
多
く
の
保
育
所

待
機
児
童
が
い
る
一
方
で
、
幼
稚
園
の
利
用
児
童
数

は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
既
存
の
幼
稚
園
の
活
用
に

よ
り
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
施
設
側
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
側

に
と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

ま
た
、
親
の
就
労
形
態
が
パ
ー
ト
か
ら
フ
ル
タ
イ

ム
に
変
わ
っ
て
も
、
同
じ
認
定
こ
ど
も
園
の
中
で
幼

稚
園
か
ら
保
育
所
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
親
に
と
っ
て
は
子
ど
も
を
預
け
る
選
択
肢
が
広

が
り
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
環
境
が
変
わ
る
こ

と
に
伴
う
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
と
い
う
利
点
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い
る
地

域
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の
発
育
に
と
っ
て
大

切
な
集
団
活
動
や
異
年
齢
交
流
の
機
会
が
得
ら

れ
、
育
児
不
安
の
大
き
い
専
業
主
婦
家
庭
へ
の

支
援
を
は
じ
め
、
地
域
の
子
育
て
支
援
が
充
実

す
る
、
な
ど
も
メ
リ
ッ
ト
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（3）
認
定
こ
ど
も
園
の
課
題

他
方
、認
定
こ
ど
も
園
に
不
安
を
抱
い
た
り
、

制
度
が
利
用
し
づ
ら
い
こ
と
を
指
摘
す
る
声
も

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
地
方
裁
量
型
の
認
定
こ
ど
も
園
の

場
合
、
認
可
外
保
育
所
な
ど
保
育
所
に
関
す
る

国
の
認
可
基
準
を
満
た
さ
な
い
施
設
が
出
て
く

る
可
能
性
が
あ
り
、
保
育
の
質
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
認

定
を
受
け
る
た
め
の
施
設
整
備
費
や
既
存
の
幼

稚
園
・
保
育
所
を
認
定
こ
ど
も
園
と
し
た
場
合

の
新
た
な
運
営
補
助
金
は
な
く
、
さ
ら
に
会
計

事
務
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
型
こ
ど
も
園
で
は

学
校
法
人
会
計
基
準
、
保
育
所
型
こ
ど
も
園
で

は
社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
、
事
務
作
業
が
煩
雑
に
な
る
た

め
、
既
存
施
設
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
が
全
国
に
広
が
る
た
め
に
は
、
こ

の
よ
う
な
課
題
を
克
服
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「認定こども園」概要 

・幼児教育 
・３歳～就学前の子ども 
 機能付加 

 

保護者が働いている、
いないにかかわら
ず受け入れて、教育・
保育を一体的に実
施 

すべての子育て家
庭を対象に、子育て
不安に対応した相
談活動や、親子の集
いの場の提供など
を実施 

認定こども園には、地域の実情に応じて次のような多様なタイプが認められることになります。 
認定こども園の認定を受けても、幼稚園や保育所等はその位置づけを失うことはありません。 

①幼保連携型 

認可幼稚園と認可保育
所とが連携して、一体的
な運営を行うことにより、
認定こども園としての機
能を果たすタイプ 

幼稚園・保育所いずれの
認可もない地域の教育・
保育施設が、認定こども
園として必要な機能を
果たすタイプ 

認可保育所が、保育に欠
ける子ども以外の子ども
も受け入れるなど、幼稚
園的な機能を備えること
で認定こども園としての
機能を果たすタイプ 

認可幼稚園が、保育に欠
ける子どものための保
育時間を確保するなど、
保育所的な機能を備え
て認定こども園としての
機能を果たすタイプ 

②幼稚園型 ④地方裁量型 

就学前の教育・保育を一体として捉え、 
一貫して提供する新たな枠組み 

以上の機能を備える施設を、 
認定こども園として都道府県が認定 

就学前の子どもに 
幼児教育・保育を提供 

地域における 
子育て支援 

幼稚園 

・保育 
・０歳～就学前の保育に 
  欠ける子ども 
 

保育所 

機能付加 
 

③保育所型 
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編 集 協 力　●株式会社 公職研

●今号は特集を2本立てとし、特集1は「中央研修会」、なかで
も主として「常時啓発における学校教育との連携のあり方」
をテーマに行われたシンポジウムを取り上げ、特集2は、平
成19年度の明るい選挙推進優良活動表彰を受賞した8団体の
活動を取り上げました。
●連載してまいりましたイギリスのシティズンシップ教育、行

編編　　　　集集　　　　後後　　　　記記

協協会会かかららののおお知知ららせせ ■■■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■

列のできる講座の作り方、絵本リンカーンは今回で終了です。
ご愛読ありがとうございました。
●次号は5月末の発行予定です。連載はフランスの政治教育の
紹介と、人との交渉をスムーズにするための言葉力のスキル
アップ講座、絵本は日本の議会政治に大きな足跡を残した尾
崎行雄を取り上げる予定です。ご期待下さい。

「学習指導要領の改訂について」
本年1月17日に学習指導要領の改善についての中央教育審

議会の答申が出されたのに続き、2月15日には小学校と中学

校についての改訂案が公表され、改訂案に対する意見公募

（パブリックコメント）が3月16日まで行われました。

答申および改訂案を見ますと、「社会科」や「公民科」に

関するくだりでは、法教育や金融教育、納税の義務などに

ついては内容の充実を図るよう特記されておりますが、政

治教育や選挙学習については、現行（2月時点）の学習指導要

領よりも内容を充実するような記述は見られませんでした。

そのため協会では、2月14日、15日に開催の評議員会・理

事会に提起し、3月5日開催の総会において、全国の明るい

選挙推進協議会から文部科学省へ意見を出していただくよ

う、お願いをしました。総会においては、このことをめぐ

って多くの意見が出され、関心の高さを物語っていました。

協会からは3月10日に右記のコメントを文部科学省に提出

し、また、協会にお知らせいただいただけでも、下記のよ

うな多くの都道府県および指定都市の明るい選挙推進協議

会、選挙管理委員会からコメントを出していただきました。

より具体的に改善点を要望したもの、普通選挙権獲得の歴

史の重要性を強調したもの、市民性教育に言及したものな

ど多岐にわたっています。

山形県、神奈川県、新潟県、福井県、愛知県、京都府、

大阪府、山口県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県、

仙台市、さいたま市、千葉市、川崎市、横浜市、浜松市、

名古屋市、大阪市、広島市、北九州市

3月28日に告示された指導要領は、残念ながらこれらの意

見が反映されたものではありませんでした。今後、協会と

しましては、これから出される学習指導要領の解説や教科

書の編集、また今年中に出される高校の学習指導要領の改

訂案とそれに対するパブリックコメントの募集についても、

意見を申し上げていきたいと考えています。皆様方のご理

解、ご協力、ご支援をお願いいたします。

新しい学習指導要領については、文部科学省のホームペ

ージに掲載されております。

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm

明るい選挙推進協会提出の意見
選挙は国民の政治参加の第一歩であり、民主主義の

基盤をなすものであります。しかし、各種選挙の投票

率は長期低落傾向を続けており、特に、若年層の選

挙・政治離れは著しく、我が国の将来にとって憂慮す

べき状況にあります。

その原因の一つとして、教育基本法第14条が政治教

育の重要性を謳っているにもかかわらず、学校教育に

おける政治的中立の要請（同条第２項）への過敏な反

応や時間的制約等のために、現実には政治・選挙に関

する学校教育が十分になされていないということが挙

げられます。

昨年、国民投票法が成立し、18歳以上の者に憲法改

正の投票権が認められることとなり、また、選挙権年

齢も18歳以上まで引き下げられる可能性が出てきまし

た。将来の有権者に対し、教育基本法第14条の「良識

ある公民として必要な政治的教養」を習得させる必要

性は、この面からも一段と高まっています。

以上のことから、学習指導要領の改訂にあたっては、

下記の点にご配慮のうえ、これまで以上に政治・選挙

に関する教育を充実していただきますようお願い致し

ます。

１　自分たちの生活と政治の関わりを考えさせること

によって政治の重要性を理解させ、政治への関心を

醸成すること。

２　民主政治を推進するためには国民の投票参加が不

可欠であり、従って、選挙は、国民の権利であると

同時に、公民としての任務であることを認識させる

こと。

３　民主政治についての知識・理解だけでなく、国

家・社会の形成者としての判断力・実践力を養成す

ること。このため、社会科だけでなく、総合的学習

の時間なども活用し、模擬投票など多様な体験学習

を行うこと。

４　特別活動としての学級活動、児童会活動を活性化

し、学級委員選挙、生徒会長選挙を行うなど、日常

の学校生活の中で民主主義を体験させること。

５　中学の公民的分野の時間を確実に確保するため、

従前同様、歴史的分野の学習は２学年で修了できる

ようにすること。
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